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自然劇場

令和７年は村制施行 70周年

　10月 20 日、相互友好協力協定を結んでいる桐朋学園
大学による演奏会が行われました。小学生と中学生が集
まり、美しい音色が体育館いっぱいに響き渡り、小学生
と中学生の心に深い余韻を残しました。

桐朋学園大学　記念演奏会
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議会だより

特　　集

CONTENTS

No.626

広報

令和７年

◆平成１２年３月１５日（毎月１回発行）◆編集／木島平村広報編集委員会　◆印刷／コロニー印刷
 　◆発行／〒389-2392　長野県下高井郡木島平村大字往郷973-1 
　　　　　　　　　　　木島平村役場企画広報課　TEL0269-82-3111(EXT152)  　FAX0269-82-4121
　　　　　　　　　　　  自然劇場きじま平ホームページ　http://www.avis.ne.jp/~kijima-v

2009.8　広報きじま平

2

22
55

●
平
成　

年
度　

決
算
報
告

●
平
成
2
2
年
度

●
平
成　

 

年
度　

決
算
報
告

24

●
村
民
会
館
閉
館

●
村
の
地
下
水
保
全（
下
）

●「
馬
曲
温
泉
」開
湯　

 

周
年

30

●
第　

回
米
・
食
味
分
析
鑑
定
コ
ン
ク
ー
ル
：
国
際
大
会

14

特集1行中上
X：185.5㎜
Y：-172㎜

村
制
施
行　

周
年
・

調
布
市
姉
妹
都
市
盟
約　

周
年
記
念
式
典

●
地
域
密
着
型
老
人
ホ
ー
ム「
里
山
の
家　

木
島
平
」

●
村
長　

年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ

7
0

70

40

木
島
平
村
制
施
行
70
周
年

調
布
市
姉
妹
都
市
盟
約
40
周
年

　

10
月
19
日
、
村
制
施
行
70
周
年

お
よ
び
調
布
市
と
の
姉
妹
都
市
盟

約
40
周
年
記
念
式
典
を
若
者
セ
ン

タ
ー
で
開
催
し
ま
し
た
。
調
布
市

や
近
隣
市
町
村
の
首
長
、
議
長
な

ど
、
約
90
人
の
来
賓
を
迎
え
、
木

島
平
村
の
節
目
を
と
も
に
祝
い
ま

し
た
。

　
第
一
部
　
式
典

　

村
長
式
辞
、来
賓
祝
辞
の
ほ
か
、

長
年
、
村
の
発
展
に
尽
力
さ
れ
た

方
々
へ
表
彰
状
お
よ
び
感
謝
状
を

贈
呈
し
ま
し
た
。（
表
彰
者
は
３

ペ
ー
ジ
に
掲
載
）
ま
た
、
こ
れ
ま

で
の
村
の
歩
み
を
振
り
返
り
、
こ

れ
か
ら
の
目
標
を
示
し
た
記
念
映

像
も
上
映
さ
れ
ま
し
た
。

　
第
二
部
　
記
念
演
奏
会

　

東
京
都
調
布
市
に
キ
ャ
ン
パ
ス

を
も
つ
桐
朋
学
園
大
学
に
よ
る
記

念
演
奏
会
が
村
体
育
館
で
行
わ

れ
、
約
３
０
０
人
が
来
場
し
ま
し

た
。
本
格
的
な
生
演
奏
を
楽
し
む

貴
重
な
機
会
と
な
り
ま
し
た
。
最

後
に
は
、
日
䑓
村
長
の
指
揮
の
も

と
、
会
場
全
体
で
県
歌
「
信
濃
の

国
」
を
斉
唱
し
ま
し
た
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部
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布
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布
市
そ
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ち
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究
会
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の
皆
さ
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打
ち
そ

ば
を
振
る
舞
い
、
和
や
か
な
雰
囲

気
の
中
で
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

　

本
式
典
を
通
じ
て
、
こ
れ
ま
で

の
歩
み
を
振
り
返
る
と
と
も
に
、

新
た
な
絆
を
確
認
す
る
機
会
と
な

り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
調
布
市

と
の
交
流
を
大
切
に
し
、
よ
り
豊

か
で
魅
力
あ
る
村
づ
く
り
を
進
め

て
ま
い
り
ま
す
。　

記
念
式
典
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岡田　三
みつのり

徳さん
　集団予防接種への協力や村内小中学校

の嘱託医を長年務められ、地域医療の推

進および発展に寄与。

岡田　啓
け い こ

子さん
　集団予防接種への協力や村内保育園の

嘱託医を長年務められ、地域医療の推進

および発展に寄与。

芳川　敦
あ つ こ

子さん
　集団歯科検診への協力や村内小中学校

等の嘱託医を長年務められ、地域歯科医

療の推進および発展に寄与。

豊川　貴
た か し

司さん
　集団予防接種への協力や村内小中学校

の嘱託医を長年務められ、地域医療の推

進および発展に寄与。

金井　正
まさひろ

博さん
　消防団員として 30 年以上在職し、副分団

長、分団長、副団長、団長を歴任し、消防

行政の発展に尽力された。

木島平米ブランド研究会
　木島平米の品質向上に取組み、「米・食

味分析鑑定コンクール」総合部門で 10 大

会金賞受賞など、農業振興に大きく貢献。

髙橋　実
み ら

楽さん
　「第 74 回全国高等学校スキー大会」女子

リレーで、飯山高校のアンカーとして優勝

し、スポーツ振興に貢献。

浦山　瑠
る の わ

乃羽さん
　「全国高校生そば打ち大会」に下高井農

林高校そば部として出場し、個人戦で優

勝し、教育振興に貢献。

山﨑　堯
たかし

さん
　統計調査員および指導員を 20 年以上に

わたり務められ、統計行政に大きく貢献。

成田　寛
ひ ろ お

雄さん
　保護司を多年にわたり務められ、更生

保護活動に大きく貢献。

ふれあいランチグループ
　手作り弁当の配食を通じ、高齢者との

交流と栄養摂取の啓発を多年にわたり行

い、福祉向上に大きく貢献。

伊藤忠建材株式会社
　森林の里親協定により、カヤの平高原

への植樹活動を多年にわたり行い、森林

環境保全に大きく貢献。

NPO 森のライフスタイル研究所
　森林の里親協定により、カヤの平高原

への植樹活動を多年にわたり行い、森林

環境保全に大きく貢献。

木島平村そば打ち研究会
　手打ちそばの普及ならびに指導継承を

多年にわたり行い、地域資源のブランド

化と地域振興に大きく貢献。

内山和紙振興会
　内山和紙の普及ならびに体験指導を多

年にわたり行い、地域資源のブランド化

と観光振興に大きく貢献。

奥信濃 100 実行委員会
　トレイルランニングレース「奥信濃

100」を企画し、多年にわたり継続開催し、

観光振興に大きく貢献。

木島平スキークラブ
　スキー大会運営を多年にわたり継続する

とともに、地域の選手育成にも尽力され、

スキー振興に大きく貢献。

下高井農林高等学校そば部
　「全国高校生そば打ち大会」団体戦にお

いて準優勝し、そば打ち技術の継承と教

育の振興に大きく貢献。

　

式
典
で
は
、
村
政
の
進
展
に
貢
献

さ
れ
た
方
々
に
表
彰
状
お
よ
び
感
謝

状
を
贈
呈
し
ま
し
た
。
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感謝状贈呈者

表彰受賞者

　調布市在住のイラストレーターで
映像監督でもある黒木ユタカさんの
作品「木島平は実りの秋」を、記念
品として調布市から寄贈いただきま
した。

　作品には、上木島地区から望む水
田と高社山、そこに暮らす人々の家々
が描かれています。現在は、役場の
玄関ホールに展示しています。お立
ち寄りの際は、ぜひご覧ください。

 姉妹都市盟約 40 周年記念品
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（派遣職員２人を除いた数）

※ 12:00 ～ 13:00 休憩時間

▼職員の採用・退職

▼勤務時間 ▼育児休暇取得者数

▼休日・休暇 ▼介護休暇取得者数

▼年次休暇の平均取得日数

▼一般行政職の級別職員数と構成比の状況

１．職員の任免および職員に関する状況

村の人事行政運営等の状況を
公表します

村の職員給与や人事行政などについて、概要をお知せします。
※基準は主として令和７年４月現在

【総務係　内線 108】

区　分 １級 ２級 ３級 ４級 ５級 ６級

合計
職制上の段階 主事

保育士
主任

主任保育士
主査

主査保育士

係長
主幹

園長補佐

課等の長
園長

複雑かつ困難
な業務を行う

課等の長

職員数 ( 人 ) 11 20 18 15 10 １ 75
構成比 (％） 14.7 26.7 24.0 20.0 13.3 1.3 100

令和７年度採用者数 令和６年度退職者数 増減
３人 ４人 △１人

▼一般職の給与費（令和７年度普通会計当初予算）

職員数（Ａ）※１ 66 人

給与費

給料 2 億 5,303 万９千円

職員手当    3,262 万５千円

期末・勤勉手当 1 億 656 万７千円

合計（Ｂ） 3 億 9,223 万 1 千円

1 人当たり給与費 ( Ｂ / Ａ )      594 万２千円

１週間の勤務時間 38 時間 45 分

勤務時間 8:30 ～ 17:15

取得期間 男性 女性

3 月以下 0 人 ０人

3 月超え 6 月以下 0 人 0 人

6 月超え 1 年以下 0 人 0 人

1 年超え 3 年以下 0 人 ２人

休日 土・日・祝日

年末・年始休暇 12/29 ～ 1/3

▼人件費（令和６年度普通会計決算）

歳出額 40 億 9,212 万 1 千円

人件費 ８億 191 万 1 千円

人件費率 19.6％

※１　派遣職員と特別会計職員を除いた人数

２．勤務時間および勤務条件（令和６年度）

令和６年 9.6 日

令和５年 8.7 日

男性 ０人

女性 ０人

３．職員の給与の状況
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①定期健康診断と人間ドックの実施
②職員と村において分担、拠出する財源により短期
　給付事業、長期給付事業、福祉事業等の実施
③木島平村職員互助会を設置し福利厚生事業、元気
　回復事業等などの事業を実施
④公務災害 0 件　通勤災害０件

▼職員の平均年齢と平均給与月額

▼職員の福祉と利益の保護の状況

▼職員の分限および懲戒処分などの状況

区分 平均年齢 平均給与月額
一般行政職 42 歳 11 か月 321,664 円
技能労務職

▼職員の研修状況

区分 内容

独自研修
ハラスメント、コンプライアンス、人
権、DX 推進研修、例規システム、若
手職員防災研修　など

村以外が主催
する研修会

（長野県市町村
職員研修セン

ター等）

新規採用職員研修、中堅職員研修、係
長研修、議会事務研修、税務職員初任
者研修、法制執務、人事・給与研修、
ネットワーク応用研修、部下育成支援、
折衝力・交渉力研修、公共交通とまち
づくり、地域産業の振興、土地評価事
務　など

▼各種手当

区分 令和６年度支給割合

役職段階別
加算

3 級職員 : ５％
4 級職員 :10％
5 級職員 :10％
6 級職員 :15%

期末手当 勤勉手当

１～5級 6 級 １～５級 6 級

  6 月 1.225 月分 1.025 月分 1.025 月分 1.225 月分

12 月 1.275 月分 1.075 月分 1.075 月分 1.275 月分

合計 2.5 月分 2.1 月分 2.1 月分 2.5 月分

扶養手当
※扶養者が
いる場合に
支給（月額）

  配偶者   6,500 円

  子 10,000 円

  親等   6,500 円

  15 ～ 22 歳の子等（加算）   5,000 円

住居手当 賃貸の場合（限度額） 28,000 円

通勤手当
交通機関等（限度額） 55,000 円

自家用車等（限度額） 31,600 円

▼特別職の報酬など（令和６年度）
月額

（実支給額） 期末手当

村長 646,200 円

月額× 1.4 × 3.45 月分

副村長 572,800 円

教育長 501,600 円

議長 257,000 円

副議長 180,000 円

議員 155,000 円

分限処分 ０件  職員がその職責を十分果たすこと
 ができない場合に行われる処分。

懲戒処分 ０件

 一定の義務違反に対する職員の道
 義的責任を明らかにし、公務にお
 ける規律と秩序を維持することを
 目的とする。

訓告など ３件  自己の責任を自覚させ、姿勢の改善、
 意識向上を目的とする。

【職務の遂行にあたって、職員が遵守すべき事項】
①職務命令等に従う義務　②信用失墜行為の禁止
③守秘義務　④職務専念義務　⑤政治的行為の制限
⑥争議行為の禁止　⑦営利企業等の従事制限

▼職員の服務の状況

▼人事評価の状況
【営利企業等の従事制限に関わる許可の状況】
申請件数７件　承認件数７件

評価方法・回数 評価期間

業績評価
（年 2 回）

前期：令和６年 4 月～令和６年 9 月
後期：令和６年 10 月～令和７年 3 月

能力評価
（年２回）

前期：令和６年４月～令和６年９月
後期：令和６年 10 月～令和７年３月

　人事評価は、「人材育成の促進」および「公務能率改善
による住民サービスの向上」を図ることを目的に、全正
規職員を対象に実施しています。評価結果については、
処遇に反映しています。

４．その他の状況（令和６年度）

※令和 6 年４月１日から令和 7 年３月 31 日まで
　村長 10％、副村長・ 教育長５％ の削減をして
　います。



6

  

本
人
通
知
制
度
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

◉
制
度
の
概
要

　

住
民
票
の
写
し
や
戸
籍
謄
抄
本
な
ど
の

証
明
書
を
、
委
任
状
に
よ
り
代
理
人
や
第

三
者
に
交
付
し
た
場
合
に
、
事
前
に
登
録

し
た
方
に
対
し
て
、
そ
の
交
付
し
た
事
実

を
通
知
す
る
制
度
で
す
。

　

本
人
へ
の
通
知
に
よ
り
、
住
民
票
の
写

し
等
の
不
正
請
求
の
早
期
発
見
や
、
委
任

状
の
偽
造
の
抑
止
に
つ
な
が
り
ま
す
。

◉
利
用
の
手
続
き

　

生
活
環
境
係
で
事
前
登
録
手
続
き
が
必

要
で
す
。
申
込
み
に
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ

ー
ド
や
運
転
免
許
証
、
パ
ス
ポ
ー
ト
な
ど

の
顔
写
真
付
き
の
本
人
確
認
書
類
が
必
要

で
す
。

【
生
活
環
境
係　

内
線
１
２
２
】

申請者
①事前登
　録手続⑤本人へ

通知

③委任状による請求

④証明書の交付

②委任状

役
場

代
理
人

  

エ
コ
パ
ー
ク
寒
川

 　
　

  

今
年
最
後
の
休
日
開
所
日

　

11
月
24
日
（

月
・
祝
）

は
、
今
年
最
後
の

エ
コ
パ
ー
ク
寒
川
の
休
日
開
所
日
で
す
。

　

ご
み
が
一
度
に
た
く
さ
ん
出
る
場
合

は
、
エ
コ
パ
ー
ク
寒
川
へ
直
接
搬
入
し
て

く
だ
さ
い
。
雪
が
降
り
道
路
状
況
が
悪
く

な
る
前
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

◉
所
在
地　

飯
山
市
照
岡
２
６
０
０
番
地
１

◉
開
所
時
間　

午
前
９
時
～
正
午

◉
持
ち
込
め
る
も
の

・
も
え
る
ご
み　

・
不
燃
ご
み

・
粗
大
ご
み
（
有
料
）

◉
持
ち
込
め
な
い
も
の

・
各
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
回
収
し
て
い
る
資

　

源
物
（
プ
ラ
製
容
器
包
装
類
、
ガ
ラ
ス

　

び
ん
、
古
紙
類
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
）

・
大
量
の
木
く
ず
や
刈
草　

な
ど

  

水
道
の
凍
結
を
防
止
し
ま
し
ょ
う

　

11
月
検
針
が
終
了
す
る
と
、
積
雪
の
た

め
４
月
末
ま
で
水
道
メ
ー
タ
ー
の
検
針
は

行
い
ま
せ
ん
。（
ス
キ
ー
場
お
よ
び
池
の

平
の
自
動
検
針
地
区
は
除
く
）

◉
冬
期
間
は
水
道
管
の
破
裂
に
注
意

　

冬
期
間
は
水
道
管
破
裂

の
事
故
が
多
く
発
生
し
ま

す
。
検
針
を
行
わ
な
い
た

め
、
雪
解
け
ま
で
漏
水
に

気
づ
か
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
春
に
な

っ
て
高
額
な
料
金
を
支
払
う
こ
と
の
な
い

よ
う
、
器
具
な
ど
の
故
障
を
点
検
し
、
早

め
の
凍
結
防
止
対
策
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
冬
に
長
期
間
留
守
に
す
る
場
合

は
、
必
ず
水
抜
き
等
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

◉
漏
水
の
場
合
は
料
金
減
免
が
あ
り
ま
す

　

漏
水
が
認
め
ら
れ
た
場
合
は
、
水
道
料

金
の
減
免
制
度
が
あ
り
ま
す
が
、
全
額
減

免
に
は
な
り
ま
せ
ん
。

　

各
ご
家
庭
で
十
分
注
意
し
、
漏
水
に
気

が
つ
い
た
と
き
は
、
早
急
に
村
の
水
道
指

定
工
事
店
へ
修
理
を
依
頼
し
て
く
だ
さ

い
。
指
定
工
事
店
な
ど
が
ご
不
明
な
場
合

は
、
国
調
・
水
道
係
ま
で
お
問
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。【

国
調
・
水
道
係　

内
線
１
５
３
】

  

税
金
等
の
納
め
忘
れ
は

　
　
　
　
　
　

   

あ
り
ま
せ
ん
か

◉
納
期
内
納
付
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

村
税
等
に
滞
納
（
定
め
ら
れ
た
納
期
限
ま

で
に
税
金
を
納
め
な
い
こ
と
）
の
あ
る
方

に
は
、
催
告
書
を
送
付
し
ま
す
。
お
手
元

に
届
い
た
方
は
、
早
急
に
ご
確
認
い
た
だ

き
、期
限
ま
で
に
納
付
を
お
願
い
し
ま
す
。

期
限
内
に
一
括
納
付
が

困
難
な
方
は
、
必
ず
担

当
係
へ
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

相
談
な
く
納
期
限
ま
で
に
納
付
が
な
い
場

合
、
今
後
、
予
告
な
し
に
勤
務
先
へ
の
給

与
照
会
や
預
貯
金
な
ど
の
差
押
を
行
う
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

◉
口
座
振
替
が
お
す
す
め

　

開
始
手
続
き
を
す
れ
ば
、
後
は
納
期
に

合
わ
せ
て
銀
行
口
座
か
ら
自
動
で
引
き
落

し
が
さ
れ
ま
す
。
そ
の
た
め
、
支
払
い
の

手
間
を
省
く
こ
と
が
で
き
、
払
い
忘
れ
る

心
配
も
あ
り
ま
せ
ん
。

◉
税
に
つ
い
て
調
べ
て
み
ま
し
ょ
う

　

税
金
は
、
皆
さ
ん
で
社
会
を
支
え
る
た

め
の
「
会
費
」
で
す
。
詳
し
く
は
国
税
庁

の
「
税
の
学
習
コ
ー
ナ
ー
」
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

【
税
務
係　

内
線
１
１
１
】

  

ウ
ッ
ド
チ
ッ
パ
ー

　
　
　
　
　
　

利
用
料
金
の
訂
正

　

広
報
き
じ
ま
平
９
月
号
の
４
ペ
ー
ジ
お

よ
び
ご
み
と
資
源
の
分
別
辞
典
の
13
ペ
ー

ジ
に
掲
載
し
た
、「
ウ
ッ
ド
チ
ッ
パ
ー
利

用
料
金
」
に
一
部
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。

訂
正
し
て
お
詫
び
し
ま
す
。

◉
軽
ト
ラ
ッ
ク
１
台
分
の
料
金　

【
誤
】　

３
千
３
０
０
円

【
正
】　

無
料【

生
活
環
境
係　

内
線
１
２
３
】

指定工事店
一覧表

国税庁
税の学習
コーナー
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  「
国
の
教
育
ロ
ー
ン
」
の
ご
案
内

　

高
校
、
大
学
等
へ
の
入
学
時
・
在
学
中

に
か
か
る
費
用
を
対
象
と
し
た
公
的
な
融

資
制
度
で
す
。
お
子
さ
ま
１
人
に
つ
き

３
５
０
万
円
以
内
を
、固
定
金
利
（
年
３
・

15
％
（
令
和
７
年
９
月
１
日
現
在
））
で

利
用
で
き
、
在
学
期
間
内
は
利
息
の
み
の

ご
返
済
と
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

詳
し
く
は
「
国
の
教
育
ロ
ー
ン
」
で
検

索
し
て
い
た
だ
く
か
、
左
記
の
コ
ー
ル
セ

ン
タ
ー
へ
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

　

電
話
（
０
５
７
０
）
０
０
８
６
５
６

ま
た
は
０
３
（
５
３
２
１
）
８
６
５
６

  
が
ん
治
療
に
伴
う

  　
　

  

外
見
ケ
ア
を
支
援
し
ま
す

　

が
ん
の
治
療
に
お
い
て
は
脱
毛
や
乳
房

の
切
除
な
ど
、
外
見
の
変
化
を
も
た
ら
す

こ
と
が
あ
る
た
め
、
こ
う
し
た
患
者
さ
ん

が
購
入
す
る
ウ
ィ
ッ
グ

や
乳
房
補
整
具
等
の
購

入
費
用
の
一
部
を
助
成

し
ま
す
。

◉
助
成
対
象
の
補
整
具
お
よ
び
助
成
回
数

①
頭
髪
補
整
具　

１
回

②
乳
房
補
整
具

　

左
房
用
・
右
房
用
そ
れ
ぞ
れ
１
回
ず
つ

③
エ
ピ
テ
ー
ゼ
※　

１
回

※
エ
ピ
テ
ー
ゼ
と
は
、
病
気
や
事
故
な
ど

　

で
失
わ
れ
た
顔
や
体
の
一
部
を
、
シ
リ

　

コ
ー
ン
な
ど
で
再
現
す
る
人
工
装
具

◉
助
成
額

　

助
成
対
象
の
補
整
具
ご
と
に
、
購
入
費

用
の
２
分
の
１
以
内
（
上
限
２
万
円
）

◉
そ
の
他

　

助
成
に
は
、
要
件
や
提
出
が
必
要
な
書

類
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、
健
康
福
祉

係
に
お
問
合
せ
い
た
だ
く
か
、
村
公
式

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
健
康
福
祉
係　

内
線
１
２
４
】

   

奨
学
金
の
返
還
支
援
を
行
い
ま
す

　

村
で
は
、
若
者
の
木
島
平
村
へ
の
Ｕ
Ｉ

Ｊ
タ
ー
ン
推
進
を
図
る
た
め
、
奨
学
金
の

返
還
支
援
を
行
い
ま
す
。

◉
対
象
者

　

村
内
に
居
住
し
て
継
続
的
に
就
労
し
な

が
ら
奨
学
金
を
返
還
し
て
い
る
、
初
回
の

申
請
時
に
30
歳
以
下
の
方

◉
補
助
内
容

①
村
内
で
就
労
し
て
い
る
方

　

申
請
日
の
前
年
に
返
還
し
た
奨
学
金
の

　

２
分
の
１
（
年
上
限
15
万
円
）

②
村
外
で
就
労
し
て
い
る
方

　

申
請
日
の
前
年
に
返
還
し
た
奨
学
金
の

　

３
分
の
１
（
年
上
限
10
万
円
）

◉
申
請
期
間

　

令
和
８
年
１
月
５
日
（
月
）
～

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

２
月
27
日（
金
）

※
毎
年
の
申
請
で
最
大
10
年
分
（
１
２
０

　

月
分
）
の
補
助
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
村
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
ま

た
は
広
報
11
月
号
折
込
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。【

子
育
て
支
援
係　

内
線
１
６
１
】

村公式
ウェブサイト

  

介
護
慰
労
金
の

　

 

支
給
要
件
を
ご
確
認
く
だ
さ
い

　

村
で
は
、
次
の
要
件
に
該
当
す
る
在
宅

介
護
者
の
皆
さ
ん
を
対
象
に
、
介
護
慰
労

金
を
支
給
し
て
い
ま
す
。

　

該
当
さ
れ
る
方
は
、
健
康
福
祉
係
ま
た
は

地
区
民
生
委
員
ま
で
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

※
対
象
と
思
わ
れ
る
方
に
は
、
す
で
に
地

　

区
民
生
委
員
を
通
じ
て
申
請
書
を
配
布

　

し
て
い
ま
す
。

◉
支
給
対
象
者

　

村
に
住
民
登
録
が
あ
り
、
要
介
護
度
３

以
上
の
高
齢
者
、
ま
た
は
重
度
心
身
障
害

者
（
児
）
を
６
か
月
以
上
在
宅
で
介
護
し

た
方

◉
対
象
期
間

　

令
和
６
年
11
月
１
日
～

　
　
　
　
　
　
　
　

令
和
７
年
10
月
31
日

※
た
だ
し
、
入
院
期
間
・
施
設
入
所
等
期

　

間
な
ど
は
「
在
宅
介
護
期
間
」
か
ら
除

　

き
ま
す
。

◉
支
給
金
額　

５
万
円

◉
申
請
期
限　

11
月
28
日
（
金
）

【
健
康
福
祉
係　

内
線
１
２
５
】

村公式
ウェブサイト

  

令
和
７
年
度　

電
源
立
地
地
域

　
　
　
　
　

対
策
交
付
金
を
活
用

　
「
電
源
立
地
地
域
対
策
交
付
金
」
は
水

力
発
電
な
ど
の
発
電
施
設
の
所
在
す
る
市

町
村
が
地
域
活
性
化
を
図
る
こ
と
を
目
的

に
実
施
す
る
公
共
施
設
の
整
備
や
地
域
活

性
化
事
業
に
対
し
て
、
国
か
ら
長
野
県
を

通
じ
て
市
町
村
に
交
付
さ
れ
ま
す
。

　

村
に
は
樽
川
水
力
発
電
所
が
あ
り
、

４
４
０
万
円
の
交
付
を
受
け
、
お
ひ
さ
ま

保
育
園
に
関
係
す
る
保
育
所
運
営
費
に
充

当
し
、
児
童
福
祉
・
幼
児
教

育
の
向
上
と
地
域
の
活
性
化

を
図
り
ま
し
た
。

【
政
策
情
報
係　

内
線
１
１
４
】



　生活道路の交通確保のため、村道の除雪を行っていま

す。安全でスムーズな除雪作業を行うために、ご理解と

ご協力をお願いします。　　　　【農村整備係　内線 151】

除雪作業にご協力を

スムーズな除雪作業のためのお願い

　道路に雪を出さない

　敷地内の雪は道路へ出さず、自身
の敷地内で処理してください。（消雪
パイプ設置区間も同様です。）やむを得ず雪下ろ
しの際に道路上へ雪を下ろすときは、緊急車両の
通行を確保するなどの配慮をいただき、雪下ろし
が終わったら道路上の除雪もお願いします。

　道路にはみ出した庭木は処理を

　路上に張り出したり、雪で垂れ下がった
りした枝は除雪作業の妨げになります。雪
が降る前に敷地内から道路に幹や枝が張り出して
いないか点検し、剪定や伐採をお願いします。

　路上駐車をしない

　路上駐車や敷地からはみ出
して駐車している車両があると、除雪作業の支障
となるだけでなく、車両を傷つけてしまうおそれ
があります。絶対に路上駐車はしないでください。

　除雪車には近づかない

　除雪は、朝の通勤や通学の時間
帯に間に合うように作業をしますが、降雪の状況
などによって日中や夕方、夜間を問わずに行いま
す。除雪作業時は、降雪による視界不良や積雪に
よる死角など、注意をしていますが大変危険です。
　また、除雪後の路面は大変滑りやすくなってい
ますので除雪車両と十分な間隔を取り、30 ｍ以
内には近づかないようにしてください。

　除雪要請は区長を通じて

　除雪に関する要望や意見は、個人ご
とではなく区長を通じてお願いします。また、
近年「もっと早く除雪をしてほしい」といった
ご要望が寄せられることがありますが、降雪の
時間帯により除雪の開始時間も変動します。限
られた人員と除雪車両で除雪を行っております
ので、ご理解をお願いします。

　流雪溝の投雪口に歩行者が転落するおそれがあり
　ます。周囲を確認しながら作業を行い、作業が終
　わったら必ずフタを閉めてください。
　冬期間使用しない田畑などの出入口に自身で設置
　したグレーチング等は、除雪の際に破損してしま
　うことがあります。降雪前に必ず外してください。
　冬期間は道路状況が悪く、消防車など緊急車両の
　到着が遅れる場合があります。ご家庭での火の用
　心と避難口の確保をお願いします。また、消防団
　の皆さんは、消火栓や貯水槽の掘り出しなど消防
　水利の確保をお願いします。

　その他のお願い

8
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油
漏
れ
事
故
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

ス
ト
ー
ブ
な
ど
の
暖
房
器
具
を
使
う
機
会
が
増

え
る
と
、
油
漏
れ
事
故
が
多
く
発
生
し
ま
す
。
油
漏

れ
事
故
が
発
生
す
る
と
、
火
災
の
危
険
は
も
ち
ろ
ん

の
こ
と
、
土
壌
を
汚
染
し
農
作
物
な
ど
に
被
害
が
生

じ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

『
飼
い
主
の

責
任
』
を
果
た
そ
う

犬
の
飼
い
主
は
、
自
分
や
飼
い
犬
、
周
囲
に
住
む
人
々

が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
、
犬
の
飼
い
方
や
義
務
に
つ

い
て
改
め
て
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

　 

犬
を
飼
う
と
き
の
マ
ナ
ー

◉
犬
の
放
し
飼
い
は
禁
止
で
す

　

外
で
飼
う
場
合
は
、
次
の
こ
と
に
注
意

し
ま
し
ょ
う
。

・
頑
丈
で
天
井
ま
で
囲
わ
れ
た
柵
や
檻

　

な
ど
の
中
で
飼
う

・
固
定
さ
れ
た
物
に
丈
夫
な
鎖
な
ど
で

　

つ
な
ぐ

・
通
行
人
が
接
触
で
き
な
い
場
所
、
飼

　

い
主
以
外
が
立
ち
入
り
に
く
い
場
所
で

　

飼
う

・
首
輪
や
鎖
が
緩
ん
だ
り
古
く

　

な
っ
た
り
し
て
い
な
い
か
、

　

定
期
的
に
点
検
す
る

　

ま
た
、
室
内
で
飼
う
場
合
は
、
犬
が
玄

関
や
窓
か
ら
飛
び
出
さ
な
い
よ
う
、
柵
な

ど
を
設
置
し
ま
し
ょ
う
。

◉
散
歩
や
運
動
の
と
き
は

・
リ
ー
ド
は
必
ず
付
け
、
常
に

　

制
御
で
き
る
よ
う
短
く
持
つ

・
大
型
犬
や
力
の
強
い
犬
は
、
し
っ
か
り

　

制
御
で
き
る
体
力
の
あ
る
人
が
リ
ー
ド

　

を
持
つ

　
飼
い
犬
が
人
を
か
ん
で
し
ま
っ
た
ら

　

ま
ず
は
、
か
ま
れ
た
人
の
治
療
が
最
優

先
で
す
。
か
ま
れ
た
状
況
や

傷
の
大
小
に
関
わ
ら
ず
、
す

ぐ
に
病
院
で
治
療
を
し
ま
し

ょ
う
。

　

人
を
か
ん
だ
犬
の
飼
い
主
は
北
信
保
健

福
祉
事
務
所
（
電
話
０
２
６
９
（
６
２
）

６
０
３
５
）
へ
届
け
出
る
こ
と
が
義
務
付

け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

飼
い
主
の
義
務
と
責
務

①
毎
年
１
回
、
狂
犬
病
予
防
注
射
を
受

　

け
さ
せ
、
交
付
さ
れ
る

　

注
射
済
票
を
犬
に
装
着

　

す
る
。

②
人
に
危
害
や
迷
惑
を
か
け
な
い
よ
う
、

　

し
つ
け
と
管
理
を
適
切
に
行
う
。

③
最
後
ま
で
責
任
を
持
っ
て
飼
養
し
、
安

　

全
な
環
境
を
整
え
る
。

【
生
活
環
境
係　

内
線
１
２
３
】

  

油
漏
れ
事
故
を
防
ぐ
ポ
イ
ン
ト

　

ホ
ー
ム
タ
ン
ク
か
ら
の
給
油
中
は
絶

対
に
そ
の
場
か
ら
離
れ
な
い
で
く

だ
さ
い
。
ま
た
、
給
油
が
終
わ
っ

た
ら
バ
ル
ブ
が
閉
ま
っ
て
い
る
か

必
ず
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

　

ホ
ー
ム
タ
ン
ク
や
配
管
部
分
に
錆

び
や
ひ
び
割
れ
が
な
い
か
、
急
に

量
が
減
っ
て
い
な
い
か
を
確
認
し
、

老
朽
化
し
て
い
る
場
合
は
交
換
し

ま
し
ょ
う
。

　　

屋
根
雪
が
ホ
ー
ム
タ
ン
ク
や
配
管
に

落
下
し
て
、
バ
ル
ブ
が
緩
ん
だ
り
、

管
が
損
傷
し
て
油
が
漏
れ
た
り
す

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
屋
根
雪
が

直
接
当
た
り
そ
う
な
と
こ
ろ
は
囲

い
を
す
る
な
ど
の
対
策
を
と
り
ま

し
ょ
う
。

　

油
漏
れ
事
故
が
発
生
し
た
ら

　

油
漏
れ
事
故
は
、
初
期
段
階
で
の

対
応
が
重
要
で
す
。
油
漏
れ
事
故
を
起

こ
し
た
り
、
流
出
を
発
見
し
た
り
し
た

場
合
は
、
直
ち
に
岳
北
消
防
本
部
ま
た

は
生
活
環
境
係
ま
で
通
報
し
て
く
だ
さ

い
。

　

消
防
お
よ
び
役
場
職
員
が
到
着
す
る

ま
で
の
間
、
受
け
皿
を
設
置
し
た
り
古

布
や
新
聞
紙
で
拭
き
取
っ
た
り
す
る
な

ど
、
状
況
に
応
じ
て
応
急
処
置
を
し
て

く
だ
さ
い
。

　

漏
れ
た
油
の
回
収
な
ど
の
費
用
は
、

原
因
者
の
負
担
と
な
り
、
下
流
ま
で
被

害
が
拡
大
し
た
場
合
に
は
、
さ
ら
に
多

額
の
費
用
を
負
担
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。

【
生
活
環
境
係　

内
線
１
２
３
】

【
岳
北
消
防
本
部

電
話
０
２
６
９
（
６
２
）
０
１
１
９
】
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啓
発
活
動
重
点
目
標

◇
人
権
週
間
18
の
強
調
事
項

「『
誰
か
』
の
こ
と  

じ
ゃ
な
い
」

第
77
回
人
権
週
間

◇
人
権
週
間
の
取
組
み

◉
街
頭
啓
発

　

村
の
人
権
擁
護
委
員
３
人
と
村
長
に
よ

る
街
頭
啓
発
を
行
い
ま
す
。

○
日
時　

12
月
３
日
（
水
）　

　
　
　
　

午
前
８
時
20
分
～
50
分

○
場
所　

お
ひ
さ
ま
保
育
園

◉
人
権
相
談

　

日
々
の
暮
ら
し
の
中
で
、
お
困
り
の
こ

と
や
悩
み
事
（
差
別
、
虐
待
、
い
じ
め
な

ど
の
人
権
問
題
、
離
婚
、
相
続
な
ど
の
家

庭
の
問
題
な
ど
）
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

○
日
時　

12
月
３
日
（
水
）　

　
　
　
　

午
前
９
時
～
正
午

○
場
所　

保
健
セ
ン
タ
ー

人  権  擁  護  委  員

髙山  あい子
こ

さん
（庚）

山本  秀
ひ で き

樹さん
（中  町）

◇
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い

　

心
配
ご
と
相
談
日
以
外
で
も
、
ご
相
談

に
応
じ
ま
す
の
で
、
人
権
擁
護
委
員
へ
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
人
権

推
進
室
で
も
随
時
ご
相
談
を
受
付
け
て
い

ま
す
。

◇
雪
ん
子
人
権
子
ど
も
会
の
活
動

　

雪
ん
子
人
権
子
ど
も
会
推
進
委
員
会

は
、
本
年
度
、
小
学
生
８
人
、
中
学
生
２

人
の
計
10
人
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。　

　

年
８
回
の
活
動
の
中
で
、テ
ー
マ「
様
々

な
人
と
の
出
会
い
と
交
流
」
の
も
と
、
村

内
に
お
住
ま
い
の
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者

や
外
国
出
身
の
皆
さ
ん
、
望
岳
荘
の
皆
さ

ん
と
の
交
流
や
、「
先
輩
の
話
を
聞
く
会
」

で
部
落
解
放
同
盟
木
島
平
村
支
部
長
さ
ん

か
ら
お
話
を
聞
く
な
ど
し
て
活
動
を
し
て

い
ま
す
。

  

人
権
に
関
す
る
ご
意
見
・
ご
相
談
は
、

  

人
権
推
進
室
ま
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

 【
人
権
推
進
室

　

電
話
０
２
６
９
（
８
２
）
２
０
４
１
】

　

12
月
４
日（
木
）
～
10
日（
水
）
は「
人
権
週
間
」で
す
。「
世
界
人
権
宣
言
」は
、

基
本
的
人
権
と
自
由
を
尊
重
し
、
確
保
す
る
た
め
を
目
的
と
し
て
、
昭
和

23
年
12
月
10
日
に
第
３
回
国
際
連
合
総
会
で
採
択
さ
れ
ま
し
た
。
法
務
省

と
全
国
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
で
は
、
こ
の
日
を
最
終
日
と
す
る
一
週
間

を
「
人
権
週
間
」
と
定
め
、
人
権
尊
重
思
想
の
普
及
高
揚
に
努
め
て
い
ま

す
。
こ
の
機
会
に
、
人
権
の
大
切
さ
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

①
女
性
の
人
権
を
守
ろ
う

②
こ
ど
も
の
人
権
を
守
ろ
う

③
高
齢
者
の
人
権
を
守
ろ
う

④
障
害
を
理
由
と
す
る
偏
見
や
差
別
を
な

　

く
そ
う

⑤
部
落
差
別
（

同
和
問
題
）

を
解
消
し
よ
う

⑥
ア
イ
ヌ
の
人
々
に
対
す
る
偏
見
や
差
別

　

を
な
く
そ
う

⑦
外
国
人
の
人
権
を
尊
重
し
よ
う

⑧
感
染
症
に
関
連
す
る
偏
見
や
差
別
を
な

　

く
そ
う

⑨
ハ
ン
セ
ン
病
患
者
・
元
患
者
・
そ
の
家

　

族
に
対
す
る
偏
見
や
差
別
を
な
く
そ
う

⑩
刑
を
終
え
て
出
所
し
た
人
や
そ
の
家
族

　

に
対
す
る
偏
見
や
差
別
を
な
く
そ
う

⑪
犯
罪
被
害
者
と
そ
の
家
族
の
人
権
に
配

　

慮
し
よ
う

⑫
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
人
権
侵
害
を
な

　

く
そ
う

⑬
北
朝
鮮
当
局
に
よ
る
人
権
侵
害
問
題
に

　

対
す
る
認
識
を
深
め
よ
う

⑭
ホ
ー
ム
レ
ス
に
対
す
る
偏
見
や
差
別
を

　

な
く
そ
う

⑮
性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
に
関
す
る
偏
見
や

　

差
別
を
な
く
そ
う

⑯
人
身
取
引
を
な
く
そ
う

⑰
震
災
等
の
災
害
に
起
因
す
る
偏
見
や
差

　

別
を
な
く
そ
う

⑱
ゲ
ノ
ム
情
報
（

遺
伝
情
報
）

に
関
す
る
偏

　

見
や
差
別
を
な
く
そ
う

人権イメージキャラクター
人 KEN まもる君、人 KEN あゆみちゃん

髙森広
こ う じ

治さん
（中  村）
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有 

料 

広 

告

◆入会説明会
　毎月の第２水曜日（原則）午後１時 30 分から
　シルバー人材センター会議室
　（７月と３月の第 2 火曜日は木島平村農村交流館で開催）

◆対象
　飯山市・木島平村に住所がある方
　原則 60 歳以上の方　働く意欲がある方

会員募集のお知らせ
家にいるだけじゃ、もったいない
シルバー人材センターでお仕事をして
健康寿命を延ばしませんか

お気軽にお問い合わせをお願いします

公益社団法人　飯山地域シルバー人材センター　電話 0269-63-2915
この広告は、「厚生労働省委託事業 高齢者活躍人材確保育成事業」を活用しています。

令和８年４月採用予定

　木島平村職員採用候補者の募集を行います。詳
細は、村公式ウェブサイトをご覧ください。

【総務係　内線１０８】

区分 生年月日 資格要件など 採用予定
人員

行政事務
（初級）

※社会人経験者

昭和 61 年４月２日
から平成 12 年４月
１日までに生まれ
た人

・ 民 間 企 業 等 に お い て 職 務 経 験 が 2 年 程 度 以 上 あ
　る人
・木島平村に住民登録し、村内に居住している人、
　または、採用後に木島平村に住民登録し居住する人。
　ただし、住宅の確保が難しいと認められる場合はこの
　限りでない。

若干名

社会福祉士
（上級） 昭和 51 年４月２日

以降に生まれた人

・学校教育法による大学を卒業した人または令和８年３
　月卒業見込みの人
・社会福祉士の資格を有する人または令和８年３月まで
　に取得見込みの人

若干名

社会福祉士
（中級）

・学校教育法による短大を卒業した人
・社会福祉士の資格を有する人

若干名

木島平村職員募集

2025.11

■試験の区分、採用予定人員など

■試験日

区分 試験日程

第一次試験

①ＳＰＩ３　Web テスティング
　12 月 11 日（木）～ 14 日（日）
　※上記期間内で、都合のいい時間や場所でご自身のパソコンで受験できます。
②作文および面接試験（木島平村役場）
　12 月 21 日（日）午前８時 30 分～午後２時ごろ　※終了時間は前後します。

第二次試験 ①面接試験および資格調査（木島平村役場）
　令和８年１月（予定）

受付期間　　月　   日㈭まで　※必着12 ４
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　日に日に寒くなってきました。寒い時期に気をつけたいのが「血圧」です。
今月号で高血圧の基礎知識を身につけ、来月号で予防方法を学びましょう。

冬は血圧が上がりやすい季節です

寒さと血圧の関係

高血圧とは

　高血圧とは、血管に慢性的に高い圧力がかかっている状態です。収縮期血圧が 140
㎜ Hg以上、拡張期血圧が 90㎜ Hg以上のとき、高血圧と診断されます。
　寒くなると、血圧が上がりやすくなる要因が増えます。環境により、絶えず変動し
ているのが血圧です。「自分は大丈夫」と油断せずに、血圧が上がりやすい季節であ
ることを覚えておき、安全に過ごしましょう。

健　康

だより

健康福祉係
内線１２５

冬
の
高
血
圧
に
注
意
し
ま
し
ょ
う

　寒くなると、体から熱が逃げるのを防ぐために血管が縮みます。血管が細くな
ることで、　血液を送るために心臓にかかる負担が増え、血圧が上昇します。

血管の収縮

　寒さは交感神経を刺激します。交感神経が活発になると、心拍数が上がり、
血管が収縮し、血圧も上がる傾向があります。

自律神経の働き

　寒さのため外出を控えがちになり、運動量が減る人が多くなります。
運動不足は体重増加や血圧上昇につながります。

　冬は鍋料理や漬物など、塩分の多い食事を摂る機会が増える傾向
があります。塩分を摂りすぎると体内の塩分濃度が上がり、それを
薄めるために水分を溜め込みます。これにより血液量が増加し、心
臓から送り出される血液の圧力が高まって血圧が上昇します。

塩分摂取の増加

運動不足

　ヒートショックとは「急激な温度変化によって、体がダメージを
受けること」を指します。暖かい部屋から寒い部屋への移動や、風
呂場やトイレが寒いといった急激な温度変化で血圧が大きく変動
し、失神や心筋梗塞、脳梗塞などを引き起こします。

ヒートショック
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　最期まで自分らしく生きるために ～ 11 月 30 日は人生会議の日～

◉ 11 月 30 日（いい看取り、看取られ）は「人生会議の日」
　自分が希望する医療やケア（介護など）を受けるために、自分の大切にしていること
や望んでいること、どこでどのように過ごしたいか自分自身で前もって考え、周囲の信
頼する人たちと話し合い、共有することを「人生会議」と言います。
◉もしものときに備えて
　誰でも、いつでも、命にかかわる大きな病気やケガをする可能性があります。しかし、命の危険が
迫った状態になると、約 70％の人が医療やケアを自分で決めたり、望みを人に伝えたりすることが
できなくなると言われています。
　地域包括支援センターでは、“ もしもの時 ” について一緒に考える講演会を以下のとおり開催しま
す。みなさんのご参加をお待ちしています。

◉日時　11 月 25 日（火）
　　　  午後１時 30 分～午後３時
◉場所　役場２階会議室
◉講師　北信総合病院
　　　　訪問看護認定看護師
　　　　花岡　雅

ま さ こ

子　氏

◉申込期限　11 月 18 日（火）
◉問合せ先　地域包括支援センター
　　　　　　0269（82）4771
◉そ  の  他　送迎を希望される場合は、
　　　　　　お知らせください。当日
　　　　　　参加も可能です。

講演会「ドラマを見ながら一緒に人生会議をしてみましょう」

　高齢者とそのご家族からの相談をいつでも受け付けています。
　健康福祉係　内線 126・128　　★直通電話 0269（82）4771

地域包括支援センター包括だより

木島平村地域包括支援センター

次回の「集まろう！通いの場  ピース」
11/20（木）　日々の生活が快適に～実践ヨガクラス～　講師：丸山佑

ゆ り

里先生
12/ ４（木）　クリスマス会　今年もサンタがやってくる !?

  

昭
和
レ
ト
ロ
食
彩
紀
行

　
「
幻
の
食
堂
」
限
定
オ
ー
プ
ン

　

地
元
で
育
っ
た
旬
の
食
材
を
ふ
ん
だ
ん

に
使
用
し
た
特
別
な
「
幻
の
食
堂
」
が
１

日
限
定
で
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。
そ
の
日
し

か
味
わ
え
な
い
、
こ
こ
だ
け
の
料
理
を
ぜ

ひ
ご
堪
能
く
だ
さ
い
。

　

自
然
の
恵
み
と
人
の
思
い
が
詰
ま
っ
た

幻
の
一
皿
を
是
非
お
楽
し
み
に
。

◉
日
時　

11
月
22
日
（
土
）

　

第
１
部　

午
前
11
時
～
午
後
０
時
30
分

　

第
２
部　

午
後
１
時
～
午
後
２
時
30
分

◉
場
所　

郷
の
家

◉
料
金

　

大
人　

３
０
０
０
円

　

子
ど
も　

１
５
０
０
円

　

３
歳
以
下　

無
料

◉
申
込
み
先

　

木
島
平
村
観
光
振
興
局

　

電
話
０
２
６
９
（
８
２
）
２
８
０
０

※
定
員
に
な
り
次
第
締
切
と
な
り
ま
す
。

【
商
工
観
光
係　

内
線
１
３
５
】
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令和７年 12 月２日から

医療機関等への受診は

マイナ保険証が基本です

「マイナ保険証」をご利用ください。

　医療機関等がマイナ保険証に対応していない場

　合や、機械の不具合等により窓口で利用できな

　い場合は、「資格情報のお知らせ」をあわせて提

　示することで受診できます。

　電子証明書の有効期限が過ぎている場合は、生活

　環境係へご連絡ください。

　後期高齢者医療保険に加入している方で、医療機

　関等の受診の際に、介助者等の第三者が同行する

　必要がある場合には、令和８年

　８月１日以降も資格確認書を継

　続交付することができますので

　生活環境係までご連絡ください。

１．

２．

３．

１．

２．

　令和７年 12 月２日以降は、すべての健康保険で、マイナン
バーカードを健康保険証として利用登録した「マイナ保険証」
が基本となります。これに伴い、医療機関などでの受診方法が
変わりますのでお知らせします。　　【生活環境係　内線 122】

「資格確認書」をご利用ください。

　高齢受給者証、限度額適用認定証及び限度額適用・

　標準負担額減額認定証等をお持ちの方は、資格確認

　書とあわせて提示してください。

　後期高齢者医療保険に加入している方で、資格確認

　書に「自己負担限度額等の適用区分」や「特定疾病

　区分」を記載したい方は、生活環境係までお申し出

　ください。

マイナ保険証の利用登録をしていない方

医療機関や薬局で簡単に利用登録ができます。ま
た、生活環境係でも登録できますので、お気軽にご
相談ください。

※ 国民健康保険への加入・脱退について ※
　　マイナ保険証の有無にかかわらず、就職や離職により、国民健康保険の資格を喪失あるいは取得
　する場合は、14 日以内に役場窓口で手続きをお願いします。

マイナ保険証をお持ちの方

マイナ保険証として利用登録をしたい方

マ
イ
ナ
保
険
証
の
メ
リ
ッ
ト

　薬の処方歴や特定健診の結果など、過去の診療情報に基づく、より良い医療が受けられます。
　
　医療費が高額になる場合に、「限度額適用認定証」の申請・提示をする必要がなく、
　窓口での支払いが自己負担限度額までとなります。

　意識不明などで緊急搬送された際に、マイナ保険証から必要な医療情報が判明し、迅速な治
　療につながる可能性があります。

　マイナポータルの利用により、確定申告時に医療費控除が簡単にできます。
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こ
ん
に
ち
は 

保
健
補
導
員
会
で
す

　

10
月
10
日
、
長
野
県
保
健
補
導
員
等

北
信
支
部
研
修
会
に
参
加
し
ま
し
た
。

そ
こ
で
の
学
び
を
皆
さ
ん
に
共
有
し
ま

す
。

◉
演
題

　
「
飲
酒
と
ア
ル
コ
ー
ル

　
　

依
存
症
と
の
関
係
性
」

◉
講
師　

山
口　

達た
つ
や也　

氏

◉
内
容

　

今
回
の
講
演
会
で
は
山
口
さ
ん
の

実
体
験
を
も
と
に
お
話
を
聞
き
し
ま

し
た
。

　

山
口
さ
ん
は
、
５
年
前

に
飲
酒
運
転
に
よ
る
事
故

を
起
こ
し
芸
能
界
を
引
退

し
ま
し
た
。
病
院
を
受
診
す
る
に
は
抵

抗
が
あ
り
ま
し
た
が
、
ア
ル
コ
ー
ル
専

門
病
院
を
受
診
し
、
自
ら
が
ア
ル
コ
ー

ル
依
存
症
だ
と
認
め
た
そ
う
で
す
。

　

そ
こ
で
出
会
っ
た
自
助
会
活
動
が

人
生
を
変
え
て
く
れ
、
そ
の
こ
と
を
き

っ
か
け
に
「
株
式
会
社　

山
口
達
也
」

を
設
立
し
、
自
分
の
経
験
を
生
か
し
た

「
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
」、「
50
歳
か
ら

の
再
チ
ャ
レ
ン
ジ
」
な
ど
を
テ
ー
マ

に
、
講
演
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

ア
ル
コ
ー
ル
は
時
に
は
楽
し
い
時

間
を
彩
る
も
の
で
も
あ
り
ま
す
が
、
一

歩
間
違
え
る
と
信
用
と
信
頼
を
一
瞬
で

失
っ
て
し
ま
う
怖
い
も
の
で
も
あ
り
ま

す
。

　

山
口
さ
ん
は
、「
５
年
前
の
事
故
で

周
囲
の
人
の
信
用
と
信
頼
を
失
っ
た
。

過
去
と
他
人
は
変
え

る
こ
と
が
で
き
な
い

が
自
分
と
未
来
は
変

え
ら
れ
る
。」
と
い
う

信
念
の
も
と
、
講
演

会
や
こ
こ
ろ
の
健
康

づ
く
り
活
動
を
続
け

て
い
る
そ
う
で
す
。

　

ア
ル
コ
ー
ル
は
節
度
を
も
っ
て
楽
し

く
飲
み
ま
し
ょ
う
。
も
し
お
酒
の
こ
と

で
悩
ん
で
い
る
と
き
は
、
一
人
で
抱
え

込
ま
ず
、
身
近
な
人
や
専
門
の
相
談
機

関
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
保
健
補
導
員

会
事
務
局
で
は
い
つ
で
も
相
談
を
受
け

付
け
て
い
ま
す
。

【
保
健
補
導
員
会
事
務
局

　
（
健
康
福
祉
係
）
内
線
１
２
６
】

  

放
送
大
学　

入
学
生
募
集

　

幅
広
い
世
代
の
８
万
２
千
人
以
上
の
学

生
が
、大
学
卒
業
や
学
び
の
楽
し
み
な
ど
、

様
々
な
目
的
で
学
ん
で
い
ま
す
。心
理
学
・

福
祉
・
経
済
・
歴
史
・
文
学
・
情
報
・
自

然
科
学
な
ど
、
３
０
０
以
上
の
授
業
科
目

が
あ
り
、
テ
レ
ビ
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で

１
科
目
か
ら
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◉
出
願
期
間

○
第
１
回　

２
月
27
日
（
金
）

○
第
２
回　

３
月
16
日
（
月
）

◉
資
料
請
求
・
問
合
せ

　

放
送
大
学
長
野
学
習
セ
ン
タ
ー

　

電
話
０
２
６
６
（
５
８
）
２
３
３
２

【
生
涯
学
習
係

電
話
０
２
６
９
（
８
２
）
２
０
４
１
】

  

雇
用
の
ト
ラ
ブ
ル
解
決
を

　
　
　
　
　

お
手
伝
い
し
ま
す

　

長
野
県
労
働
委
員
会
で
は
、
労
働
者
と

事
業
主
と
の
間
に
生
じ
た
ト
ラ
ブ
ル
（
解

雇
、
賃
金
、
パ
ワ
ハ
ラ
な
ど
）
に
つ
い
て
、

労
働
問
題
の
専
門
家
が
中
立
・
公
正
な
立

場
で
両
者
か
ら
丁
寧
に
お
話
を
伺
い
、
円

満
な
解
決
を
お
手
伝
い
す
る「
あ
っ
せ
ん
」

を
行
っ
て
い
ま
す
。

◉
問
合
せ

　

北
信
労
政
事
務
所
（
長
野
市
）

　

電
話
０
２
６
（
２
３
４
）
９
５
３
２

  

ア
ル
コ
ー
ル
問
題
に
悩
む

　
　
　

家
族
の
会
を
開
催
し
ま
す

　

身
近
な
人
の
お
酒
の
こ
と
で
悩
ん
で
い

ま
せ
ん
か
。
参
加
者
の

個
人
情
報
や
話
の
内
容

は
厳
重
に
守
ら
れ
ま
す
。

◉
講
義
名
・
講
師

　
「
家
族
と
し
て
、
身
近
な
存
在
と
し
て
、

で
き
る
こ
と
と
は
」

　

栗
田
病
院　

看
護
部
長　

南
方
英
夫
氏

◉
対
象

　

家
族
の
お
酒
の
問
題
に
悩
ん
で
い
る
方

◉
日
時

　

12
月
５
日
（
金
）

　

午
後
１
時
30
分
～
午
後
３
時
30
分

◉
参
加
費　

無
料

◉
場
所

　

長
野
県
飯
山
庁
舎　

３
階

　
（
飯
山
市
静
間
１
３
４
０—

１
）

※
オ
ン
ラ
イ
ン
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

◉
申
込
期
限

　

11
月
28
日
（
金
）

◉
申
込
先
・
問
合
せ

　

北
信
保
健
福
祉
事
務
所

　
　
　
　
　
　
　

健
康
づ
く
り
支
援
課

　

電
話
０
２
６
９
（
６
２
）
６
１
０
４

　
（
平
日
午
前
８
時
30
分

　
　
　
　
　
　
　
　

～
午
後
５
時
15
分
）

【
健
康
福
祉
係　

内
線
１
２
５
】

長野県公式
ウェブサイト
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地域のできごとに密着！
皆さんのまわりにある情報をお寄せください

【政策情報係 内線１１４】

全校児童による稲刈り
地域と力を合わせて実りの秋

　小学校の稲刈りが10月９日に行われました。小学校
では毎年、地元の農家の皆さんの協力をいただきながら、
米づくりに取組んでいます。今年の夏は、例年以上の厳
しい暑さと水不足で稲の成長が心配されましたが、たく
ましく育ち、無事に収穫することができました。

東
あずま

屋完成披露式
ものつくり大学から寄贈

　村と連携協力協定を結ぶものつくり大学から寄贈さ
れた東屋が完成し、10月25日、村民祭にあわせて完
成披露式が行われました。この東屋は、建築学科の学
生が実習で制作したものです。村民の皆さんの憩いの
場として自由にご利用ください。

イベント収益の一部を寄附
寄附で守る交通安全

　８月31日に村で開催された、お笑いタレント・千原せ
いじさんのバイク系チャリティーイベント「せいじんトコ
MOTOミーティング2025」の収益の一部を、株式会社
心
しんあい

愛から村へ寄附いただきました。いただいた寄附は交
通安全対策のための費用として活用していく予定です。

　小学校音楽会が10月24日に開催されました。児童
たちはこの日のために練習を重ね、合奏や合唱などで日
ごろの成果を披露しました。全体演奏では「君をのせて」
を合唱し、ＰＴＡ有志の方々も演奏に参加して会場を盛
り上げました。

小学校で音楽会開催
音楽でつながる笑顔
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「村長の太鼓判」販売開始
木島平産プレミアム米コシヒカリ

　道の駅ファームス木島平で10月25日、令和７年産の
プレミアム米「村長の太鼓判」の販売が開始されました。
販売を記念し、おむすび処「村」が１日限定でオープンし、
「村長の太鼓判」を味わえるおにぎりやプレミアム弁当を
求めて、多くの方が来場されました。

ハロウィンナイト開催
笑顔あふれる雨の夜

　道の駅ファームス木島平で10月31日、ハロウィンイ
ベントが開催されました。あいにくの雨でしたが、仮装
した子どもたちの笑顔もあふれ、妖怪クイズやキッチン
カーのグルメを楽しむなど、にぎやかな夜となりました。

調布市で手打ちそばの振る舞い
姉妹都市盟約 40 周年記念

　調布市制施行 70周年記念式典にあわせ、10月 26
日に下高井農林高校そば部の生徒６人が調布市文化
会館たづくりで手打ちそばを振る舞いました。全国
高校生そば打ち選手権大会で第３位を誇るそばを味
わおうと、約400人の来場者が訪れ、にぎわいました。

　中学校１年生が技術の授業で制作した木製のベンチ
や遊具を小学校へ寄贈しました。さらに、道の駅ファー
ムス木島平とおひさま保育園にも木工作品を贈り、手
作りの温もりが地域のあちこちに広がりました。

木工作品の寄贈
誰かを幸せにするものづくり
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な
が
の
結
婚
応
援
パ
ス
ポ
ー
ト

     

県
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
で
利
用
可
に

　

結
婚
等
を
予
定
し
て
い
る
カ
ッ
プ
ル
や

新
婚
世
帯
が
、
協
賛
店
舗
で
提
示
す
る
こ

と
で
、
割
引
な
ど
各
種
サ
ー
ビ
ス
が
受
け

ら
れ
る
「
な
が
の
結
婚
応
援
パ
ス
ポ
ー
ト

enn pass

（
エ
ン
パ
ス
）」
が
、
県
公
式

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
か
ら
利
用
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

◉
利
用
対
象
者

①
結
婚
し
て
か
ら
１
年
以
内
の
新
婚
夫
婦

②
１
年
以
内
に
結
婚
の
予
定
を
し
て
い
る

　

カ
ッ
プ
ル

※
た
だ
し
、
カ
ッ
プ
ル
の
い
ず
れ
か
一
方

　

が
長
野
県
に
居
住
し
て
い
る
、ま
た
は
、

　

１
年
以
内
に
居
住
予
定
で
あ
る
方

◉
問
合
せ

　

県
庁　

県
民
文
化
部

　

こ
ど
も
若
者
局
次
世
代
サ
ポ
ー
ト
課

　

電
話
０
２
６
（
２
３
５
）
７
２
０
７

第
２
期
木
島
平
村
空
家
等

　

 

対
策
計
画
を
策
定
し
ま
し
た

◉
計
画
策
定
の
背
景

　

近
年
、
村
内
で
は
人
口
減
少
や
少
子

高
齢
化
の
進
行
に
加
え
、
豪
雪
地
帯
な

ら
で
は
の
環
境
も
影
響
し
、
空
き
家
が

年
々
増
加
し
て
い
ま
す
。こ
れ
に
よ
り
、

防
災
・
防
犯
・
景
観
の
面
で
さ
ま
ざ
ま

な
課
題
が
生
じ
て
い
ま
す
。

　

村
は
、
国
の
法
律
に
基
づ
き
令
和
２

年
に
「
木
島
平
村
空
家
等
対
策
計
画
」

を
策
定
し
、
空
き
家
の
発
生
予
防
や
適

正
管
理
、
利
活
用
の
推
進
に
取
組
ん
で

き
ま
し
た
。

◉
第
２
期
計
画
の
策
定

　

こ
の
た
び
、
前
回
の
計
画
期
間
が
終

了
し
た
こ
と
か
ら
、
令
和
５
年
の
法
律

改
正
も
踏
ま
え
た
「
第
２
期
木
島
平
村

空
家
対
策
等
計
画
」
を
新
た
に
策
定
し

ま
し
た
。

　

策
定
に
あ
た
っ
て
は
、
法
律
や
不
動

産
、
建
築
な
ど
の
専
門
家
で
構
成
す
る

「
木
島
平
村
空
家
等
対
策
協
議
会
」
で

内
容
を
協
議
し
ま
し
た
。

　

空
き
家
等
対
策

　
　
　
　

３
つ
の
基
本
方
針

　

発
生
の
抑
制

　

広
報
や
相
談
会
な
ど
を
通
じ
て
空
き

家
に
関
す
る
情
報
を
発
信
し
、
所
有
者

の
意
識
を
高
め
る
こ
と
で
、
空
き
家
の

発
生
を
防
ぎ
ま
す
。

　

適
正
な
管
理

　

倒
壊
の
恐
れ
な
ど
周

囲
に
著
し
い
悪
影
響
を

及
ぼ
す
「
特
定
空
家
等
」
や
、
そ
の
予

備
段
階
で
あ
る
「
管
理
不
全
空
家
等
」

へ
の
対
応
を
強
化
し
ま
す
。

　

活
用
の
促
進

　

空
き
家
所
有
者
や
関
係
者
の
理
解

を
得
な
が
ら
、
空
き
家
を
有
効
に
流

通
・
活
用
し
、
移
住
・
定
住
の
促
進

に
も
つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。

◉
今
後
の
取
組
み

　

村
で
は
今
後
も
本
計
画
に
基
づ

き
、空
き
家
対
策
を
計
画
的
に
進
め
、

住
み
よ
い
地
域
環
境
の
維
持
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。

◉
空
き
家
な
ん
で
も
相
談

　

空
き
家
の
管
理
や
活
用
な
ど
で
お

困
り
の
こ
と
が
あ
り
ま

し
た
ら
、
担
当
ま
で
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
「
第
２
期
木
島
平
村
空
家
等
対
策

計
画
」
に
つ
い
て
、
詳
し
く
は
村
公

式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

【
移
住
定
住
推
進
係　

内
線
１
４
２
】

村への移住・定住・空き家
に関するお知らせなどを

掲載します！

村公式
ウェブサイト

エンパス
公式サイト

長野県
公式 LINE
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きじま平っ子ホット情報

保育園

小学校

中学校

運
動
会
裏
話

世
界
と
つ
な
が
る

学
び
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

天
気
が
心
配
さ
れ
た
運
動
会
は
、

10
月
４
日
に
無
事
行
う
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
会
場
か
ら
の
温
か
い
声
援

で
い
つ
も
以
上
の
力
が
出
た
運
動
会

で
し
た
。

さ
て
、
運
動
会
に
向
け
て
練
習
を

積
み
重
ね
て
き
た
子
ど
も
た
ち
で
す

が
、
競
技
の
練
習
の
ほ
か
に
、
運
動
会

に
向
け
自
主
的
に
筋
ト
レ
も
行
っ
て

い
た
よ
う
で
す
。
お
父
さ
ん
の
や
っ
て

い
る
筋
ト
レ
を
見
て
覚
え
た
子
ど
も

が
ト
レ
ー
ナ
ー
と
な
り
、
み
ん
な
に

教
え
て
く
れ
て
い
ま
し
た
。
筋
ト
レ

の
成
果
が
出
た
よ
う
で
、
運
動
会
は

大
成
功
で
し
た
。
応
援
い
た
だ
い
た

保
護
者
の
方
や
地
域
の
皆
さ
ま
、
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

環
境
美
化
委
員
会
が
全
校
児
童
に

「
花
一
本
運
動
」
を
呼
び
か
け
、
集

ま
っ
た
花
を
９
月
25
日
に
中
学
生
に

贈
呈
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
「
小
中
ふ

れ
あ
い
交
流
事
業
」
と
し
て
「
中
学

校
け
や
き
祭
」
に
花
を
飾
っ
て
も
ら

う
た
め
で
す
。

　

け
や
き
祭
当
日
の
９
月
26
日
、
27

日
に
は
、
中
学
校
の
各
教
室
に
飾
ら

れ
た
花
々
が
来
場
さ
れ
た
多
く
の
皆

さ
ん
の
心
を
和
ま
せ
て
い
ま
し
た
。

今
後
も
こ
う
し
た
交
流
を
継
続
し
て

い
き
ま
す
。

　

10
月
７
日
、
中
村
雄
一
さ
ん
に
よ

る
講
演
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
中
村

さ
ん
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
な
か
よ
し
学

園
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
理
事
長
と
し
て
、

世
界
各
国
で
教
育
支
援
活
動
を
続
け

て
い
ま
す
。

　

講
演
で
は
、
体
験
談
を
交
え
な
が

ら
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
や
世
界
の
現
状
、
平
和

へ
の
取
組
み
、
そ
し
て
「
今
、
自
分
に

で
き
る
こ
と
」
を
考
え
行
動
す
る
大
切

さ
に
つ
い
て
熱
く
語
ら
れ
ま
し
た
。

　

木
島
平
中
学
校
の
生
徒
が
製
作
し

た
積
み
木
を
、
中
央
ア
フ
リ
カ
の
コ

ン
ゴ
の
子
ど
も
た
ち
へ
届
け
た
お
話

も
紹
介
さ
れ
、
生
徒
は
自
分
た
ち
の

活
動
か
ら
も
世
界
と
つ
な
が
る
可
能

性
を
感
じ
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
講
演
の
様
子
は
、
40
社
を
超

え
る
報
道
機
関
に
配
信
さ
れ
ま
し
た
。

保育園、小学校、中学校で、すくすく
と育っている村の子どもたちの授業や
取組み、行事の様子を紹介しています。　　

【子育て支援係　内線 162】

花
一
本
運
動
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【相談事例】
　無料のアダルト動画サイトを見ていたところ突然「登録完了」
と表示され、「誤作動の人はこちらへ」とあったため電話した。
すると約 50 万円の料金が発生していると言われ、「30 万円を
先に支払えば手数料を引いて返金する」と案内された。指示通
り電子マネーを購入して番号を伝えたが返金はされなかった。

【アドバイス】
・ 有料サイトに登録したと利用者に思わせて不当な請求をす
　る、「ワンクリック請求」の手口です。「誤作動の人はこちら」
　「退会はこちら」などの案内があっても、連絡してはいけま
　せん。支払いを求められたり、個人情報を聞き出されたりす
　る場合があります。
・事業者にお金を払うと取り戻すことは困難です。相手に何
　を言われても慌てて支払わないようにしましょう。
・困ったときはご相談ください。
　長野県消費生活センター　電話 0263（40）3660

【生活環境係　内線 121】

無料動画を観ていたら
　　　　いきなり有料登録に

　

　もったいない情報とは、家庭で不
要になった日用品などを、村民の方
同士で譲り合いをしていただく仕組
みです。

もったいない情報

　譲りたい、譲ってほしい品物があ
る方は、ご連絡ください。

【生活環境係　内線 123】

譲ってください

・小野式製麺機
・ダイニングチェア（木製）

令和７年度　成約率 約78％

　

自
然
の
中
で
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

　

こ
ん
に
ち
は
！
地
域
お
こ
し
協
力
隊

の
木
村
で
す
。
気
温
も
一
気
に
下
が
り

す
っ
か
り
秋
め
い
て
き
ま
し
た
ね
。
今

年
は
ど
ん
な
冬
に
な
る
の
か
、
冬
の
訪

れ
が
待
ち
遠
し
い
で
す
。

　

観
光
振
興
局
で
は
、
10
月
に
カ
ヤ
の

平
高
原
で
リ
ト
リ
ー
ト
ツ
ア
ー
を
開
催

し
ま
し
た
。
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
木
島
平

村
の
自
然
の
中
で
心
身
を
リ
フ
レ
ッ
シ

ュ
し
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
お

り
、
私
は
２
日
目
の
森
林
セ
ラ
ピ
ー
（
森

林
浴
ハ
イ
キ
ン
グ
）
に
参
加
さ
せ
て
も

ら
い
ま
し
た
。

　

カ
ヤ
の
平
高
原
は
ち
ょ
う
ど
紅
葉
が

始
ま
っ
た
時
期
で
、
天
候
に
も
恵
ま
れ

と
て
も
気
持
ち
よ
か
っ
た
で
す
。
北
ド

ブ
湿
原
ま
で
散
策
し
、
ゆ
っ
く
り
と
自

然
を
楽
し
み
ま
し
た
。
参
加
者
の
方
は

大
阪
や
東
京
か
ら
来
ら
れ
て
い
る
方
が

多
く
、
普
段
味
わ
う
こ
と
の
で
き
な
い

環
境
の
中
で
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
て
い
ま

し
た
。

　

森
林
セ
ラ
ピ
ー
と
は
、
登
山
や
ハ
イ

キ
ン
グ
と
違
い
、
体
力
は
要
り
ま
せ
ん
。

寝
転
が
っ
た
り
、
座
っ
た
り
ゆ
っ
く
り

と
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
た
時
間
を
過
ご
し
ま

す
。
カ
ヤ
の
平
高
原
は
数
少
な
い
森
林

セ
ラ
ピ
ー
基
地
の
認
定
を
受
け
て
い
る

と
い
う
こ
と
で
、
こ
ん
な
環
境
が
身
近

に
あ
る
こ
と
は
と
て
も
素
敵
な
こ
と
だ

な
と
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。

　

カ
ヤ
の
平
高
原
は
11
月
４
日
で
冬
季

閉
鎖
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
皆

さ
ん
も
ぜ
ひ
、
来
年
の
新
緑
や
紅
葉
の

季
節
に
心
身
の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
を
か
ね

て
カ
ヤ
の
平
高
原
へ
い
っ
て
み
て
は
い

か
か
で
し
ょ
う
か
？

▲森林セラピーの様子

木村　未
み さ と

都

地
域
お
こ
し
協
力
隊
通
信

問合せ 観光振興局
　　　　　0269(82)2800
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　ねんきん月間は、公的年金制度を身近に感じてい
ただき、理解を深めていただくことを目的としてい
ます。ご自身の年金記録を確認し、高齢期の生活設
計に思いを巡らせてみませんか。
■ 11 月 30 日（日）相談会（事前予約制）
　11 月 30 日（いいみらい）の「年金の日」にあわせ、
長野北年金事務所では相談窓口を開設します。国民
年金や厚生年金に関する記録確認の各種申請手続き
など、この機会にご相談ください。ご希望の方は、
11 月 21 日（金）までに予約してください。
◉予約先　長野北年金事務所
　　　　　お客様相談室　026（244）4097
◉相談時間　午前 10 時～午後３時

■出張相談会（要予約）
　下記の日程で出張相談を行います。基礎年金番号
のわかる書類をご準備のうえ、電話にて予約してく
ださい。
相談日 予約受付期間 場所・時間

11 月 27 日㈭ 　10 月 21 日㈫
　　～ 11 月 21 日㈮

飯山商工会議所

午前 10 時

　～午後３時

（1組 30 分）

12 月 25 日㈭ 　11 月 25 日㈫
　　～ 12 月 22 日㈪

１月 22 日㈭ 　12 月 23 日㈫
　　～ 1月 19 日㈪

２月 26 日㈭ 　１月 20 日㈫
　　～２月 20 日㈮

３月 26 日㈭ 　２月 24 日㈫
　　～３月 23 日㈪

◉予約先　長野北年金事務所
　　　　　お客様相談室　026（244）4097

【生活環境係　内線 122】

11 月は ね ん き ん 月 間

マイクロプラスチック問題
  ～できることからやりましょう～

消費者の会情報

消費者の会マスコット
キャラクター「まぐう」

◉マイクロプラスチックとは
　ペットボトルやトレイ、レジ袋、農業資材などのプラス
チックごみが、太陽光や海の波で５㎜以下に
小さくなったものです。プラスチックは、自
然の中で分解されないため、川から海に到達
して海に蓄積されます。
◉マイクロブラスチックが与える影響
　海洋生態系への影響のほかにも、マイクロプラスチック
を摂取した魚を人が食べることによる人体への影響が懸念
されています。
◉私たちにできること
・買い物のときはマイバックを持参する
・マイボトルや水筒を使う
・劣化したプラスチックを使わない
・ごみ処理について学び、正しく分別して処分する　など
　　　　　　　　　　【消費者の会事務局（生活環境係）

電話 0269（82）3111　内線 121】

　

　年末は贈り物が増える時期です。商
品が、必要以上に紙や発砲スチロール
等で包まれている「過剰包装」につい
て考えてみましょう。
　ちょっとした工夫で過剰包装でなく
ても想いは伝わります。次の例を参考
に「新しい心遣い包装」を実践してみ
ましょう。
・簡易包装を選ぶ
・風呂敷や巾着、エコバックなど再使
　用できる包装にする
・環境に配慮した包装と梱包を選ぶ
・贈り手、受け取り手の間で、事前に
　簡易包装への意識を共有する　など

◉問合せ
　県庁　環境部資源循環推進課
　電話 026（235）7181

自分に合った
「新しい心遣い包装」
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Shimotakai
  Nourin
　 High
　   School

下
高
井
農
林
高
校 

掲
示
板

地
域
の
高
校
「
下
高
井
農
林
高
校
」
の

取
組
み
や
出
来
事
を
紹
介
し
ま
す
。

　

10
月
18
日
、
中
学
生
対
象
の
オ
ー
プ
ン

ス
ク
ー
ル
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

本
校
の
教
育
内
容
や
特
色
を
紹
介
し
た

後
、
３
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
授
業
見

学
を
行
い
ま
し
た
。
本
校
の
特
色
で
あ
る
農

業
科
の
授
業
で
は
、
山
岳
道
へ
の
設
置
を
想

定
し
た
木
製
階
段
の
設
計
や
、
ア
ッ
プ
ル
パ

イ
の
調
理
実
習
が
行
わ
れ
、
中
学
生
た
ち
は

授
業
内
容
や
作
業
手
順
を
熱
心
に
観
察
し

て
い
ま
し
た
。農
業
科
の
情
報
の
授
業
で
は
、

表
計
算
ソ
フ
ト
を
用
い
た
グ
ラ
フ
作
成
の

説
明
に
、
本
校
生
徒
と
と
も
に
耳
を
傾
け
て

い
ま
し
た
。

　

今
回
の
オ
ー
プ
ン
ス
ク
ー
ル
が
進
学
後

の
学
習
イ
メ
ー
ジ
を
深
め
る
良
い
機
会
と

な
れ
ば
幸
い
で
す
。
今
後
も
本
校
の
教
育

の
魅
力
を
広
く
伝
え
る
た
め
の
機
会
を
設

け
て
い
き
ま
す
。

　

本
校
環
境
創
造
コ
ー
ス
の
２
年
生
は
、

農
村
生
活
マ
イ
ス
タ
ー
下
水
内
支
部
の
皆

さ
ん
と
連
携
し
、
野
生
動
物
対
策
の
一
環

と
し
て
「
く
く
り
罠
」
の
設
置
実
習
を
行

い
ま
し
た
。

　

事
前
の
講
義
で
は
、
被
害
の
現
状
や
対

策
の
重
要
性
に
つ
い
て
学
ん
だ
後
、
野
沢

温
泉
村
猟
友
会
の
指
導
の
も
と
で
実
際
に

罠
の
設
置
方
法
を
習
得
し
ま
し
た
。
生
徒

た
ち
は
技
術
習
得
に
加
え
、
地
域
の
方
々

と
連
携
し
な
が
ら
環
境
保
全
に
取
り
組
む

意
義
も
深
く
理
解
し
ま
し
た
。

　

日
本
全
国
で
害
獣
被
害
が
拡
大
す
る

中
、
こ
う
し
た
地
域
と
の
協
力
や
持
続
可

能
な
農
村
環
境
の
維
持
は
、
農
業
科
が
担

う
重
要
な
役
割
の
一
つ
で
す
。
今
後
も
地

域
と
連
携
し
、
農
業
の
発
展
と
環
境
の
維

持
を
目
指
し
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。

　

１
学
年
の
生
物
の
授
業
で
、
ト
ン
ボ
の

捕
獲
と
観
察
を
行
い
ま
し
た
。
虫
捕
り
網

を
片
手
に
本
校
の
敷
地
内
を
歩
き
回
り
な

が
ら
、
１
時
間
か
け
て
ト
ン
ボ
を
捕
獲
し

ま
し
た
。

　

ト
ン
ボ
を
見
つ
け
る
と
、
素
早
く
網
を

振
る
い
、
捕
獲
し
た
後
は
、
慎
重
に
素
手

で
網
か
ら
取
り
出
し
て
パ
ラ
フ
ィ
ン
紙
に

丁
寧
に
挟
み
ま
す
。
最
初
は
戸
惑
っ
て
い

た
生
徒
も
次
第
に
扱
い
に
慣
れ
、
自
然
と

の
触
れ
合
い
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

捕
ま
え
た
ト
ン
ボ
は
、
よ
く
観
察
し
て

羽
の
模
様
や
体
の
つ
く
り
か
ら
種
類
を
特

定
し
ま
す
。
自
分
で
捕
ま
え
た
ト
ン
ボ
だ

か
ら
こ
そ
観
察
に
も
自
然
と
力
が
入
り
、

学
び
が
深
ま
り
ま
し
た
。
机
上
だ
け
で
は

得
ら
れ
な
い
、
生
き
た
学
び
の
時
間
と
な

り
ま
し
た
。

野生動物と向き合う
「くくり罠」

オープンスクール

トンボを見つけよう

◉
児
童
ポ
ル
ノ
被
害
の
現
状

　

Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
を
利
用
し
て
こ
ど
も
が

裸
の
画
像
を
送
信
し
て
し
ま
う
な
ど
の

児
童
ポ
ル
ノ
の
被
害
者
と
な
る
事
案
が

発
生
し
て
い
ま
す
。
絶
対
に
裸
の
画
像

等
は
「
撮
ら
な
い
」、「
撮
ら
せ
な
い
」、

「
送
ら
な
い
」
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

◉
被
害
に
遭
わ
な
い
た
め
に

　

Ｓ
Ｎ
Ｓ
利
用
に
係
る
犯
罪
被
害
や
ト

ラ
ブ
ル
に
あ
う
９
割
の
こ
ど
も
が
フ
ィ

ル
タ
リ
ン
グ
を
設
定
し
て
い
ま
せ
ん
。

犯
罪
被
害
、
ト
ラ
ブ
ル
を
防
ぐ
た
め
に

次
の
こ
と
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

・
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
の
利
用

・
家
族
で
Ｓ
Ｎ
Ｓ
利
用
上
の
ル
ー
ル
作
り

　
（
個
人
が
特
定
さ
れ
る
情
報
は
書
き

　

込
ま
な
い　

な
ど
）

◉
困
っ
た
こ
と
が
あ
れ
ば
相
談

　

少
年
に
関
す
る
各
種
相
談
は
、
ヤ

ン
グ
テ
レ
ホ
ン
（
０
２
６
（
２
３
２
）

４
９
７
０
）
ま
た
は
、
最
寄
り
の
警
察

署
へ
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

 

こ
ど
も
の

　
　

性
被
害
撲
滅
の
た
め
に

駐在所だより

木島平村駐在所
☎ 0269(82)4137

田
口
警
部
補
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令
和
７
年
分  

所
得
税
・
消
費
税
の
説
明
会

　

信
濃
中
野
税
務
署
で
は
、
個
人
事
業
者
の
方
を
対
象

に
、所
得
税
お
よ
び
消
費
税
の
一
般
的
な
決
算
の
仕
方
、

並
び
に
確
定
申
告
に
当
た
っ
て
の
注
意
点
な
ど
に
つ
い

て
、
左
記
の
と
お
り
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

対象者 開催日時 開催場所 留意事項

事業所得を
有する方

12 月９日（火）
午前 10 時～正午

飯山市公民館
２階講堂

飯山市大字飯山 1436-1

事前予約制
定員 30 名

12 月 11 日（木）
午後２時～午後４時

中野市中央公民館
３階 301 講堂

中野市三好町１丁目
４－ 27

先着順
( 予約不要 )

定員各 40 名農業所得を
有する方

12 月 11 日（木）
午前 10 時～正午

12 月 12 日（金）
午前 10 時～正午

■事前予約の連絡先・問合せ
　信濃中野税務署　個人課税部門
　電話 0269（22）3153
　受付時間　平日午前８時 30 分～午後５時
※開催会場への直接の問合せはご遠慮ください。
※説明会で使用する資料は当日配付します。

■説明会の日時・場所

※ 12 月 9 日の飯山市公民館で
　の説明会は「事前予約制」で
　行います。参加を希望される
　方は左記までご連絡くださ
　い。（先着順）

有 

料 

広 

告

個
人
事
業
者
向
け
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20

木　

健
康
相
談
・
介
護
相
談　

9
時
～
11
時

21

金

22

土　

23

日

24

月

25

火　

人
生
会
議
講
演
会　

13
時
30
分
～

　

教
育
委
員
会
定
例
会　

15
時
～　

　

農
業
委
員
会
総
会　

16
時
～

26

水　

民
生
児
童
委
員
協
議
会
定
例
会　

14
時
～

27

木

28

金　

議
会
12
月
定
例
会
開
会
日

29

土

30

日　

休
日
エ
コ
プ
ラ
ザ　

9
時
～
11
時
45
分

1

月　

民
生
児
童
委
員
委
嘱
式

　

選
挙
管
理
委
員
会
定
例
会

2

火　

3

水　

心
配
ご
と
相
談　

9
時
～
11
時

4

木　

議
会
12
月
定
例
会
一
般
質
問
（
～
5
日
）

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
推
進
委
員
会　

17
時
～

5

金

11月

村
税
等
納
期
限

村
税
等
口
座
振
替
日

村税等の口座振替日は 11 月 25 日㈫です。
前日までに口座残高の確認をお願いします。

勤
労
感
謝
の
日

議会日程は 11 月 19 日の議会運営委員会で正式
決定します。村公式ウェブサイトをご覧ください。

■ 11 月の納付税目等

 ・国民健康保険税
 ・介護保険料
 ・後期高齢者医療保険料
■納期限は 12 月１日（月）です。

村税の納付をお忘れなく

＊令和７年４月から、村税の納め方を「単税方
式」へ変更しました。　　【税務係　内線 112】

ごみの処分量

もえる
ごみ処分量

令和７年 10 月 令和６年 10 月 前年同月比

59,130kg 64,220kg 92%

不燃ごみ
処分量

令和７年 10 月 令和６年９月 前年同月比

  3,830kg   5,060kg 76%

品　目 重　量 単　価 金額（税込）

新　聞   950kg 26.0 円 /kg   27,170 円

雑誌 ・ 雑紙 2,470kg 16.0 円 /kg   43,472 円

段ボール 1,200kg 16.0 円 /kg   21,120 円

紙パック 　  30kg   6.0 円 /kg   　　198 円

合計   91,960 円

令和７年10月古紙の売払金額

有 

料 

広 

告
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社協関係の行事は 38 ページ
「社協の予定」をご覧ください。12月

市町村 火災 救助 救急 市町村 火災 救助 救急 市町村 火災 救助 救急

木島平村 0 0 27 野沢温泉村 0 ０ 18 その他 0 １ ５

飯山市 ０ ０ 136 栄村 0 １ 14 《合計》 ０ ２ 200

件 件 件 件 件件 件件 件10 月の出動件数（岳北消防本部）

予 防 接 種

子ども健康相談

守りたい 大事な人を 火災から

【11 月 20 日㈭～ 12 月 19 日㈮】

場所：おひさま保育園プレイルーム
◉ 11 月 25日㈫　9：45 ～
　「かおり先生の食育教室」
　乳幼児の食育に関するお話をします。
◉ 12 月２日㈫　9：45 ～
　「親子ふれあい遊び（製作）」
　季節の製作を楽しみましょう！
◉ 12 月17 日㈬　9：45 ～
※曜日が異なります。ご注意ください。
　「お楽しみ会♪
　　～サンタが来るかも！？～」
◉ 12 月19 日㈮　10：30 頃～
※曜日と時間が異なります。ご注意
　ください。
　「リトミックを楽しもう♪」
　音楽に合わせて親子で体を動か
　して遊びます。

おひさま広場

おひさま教室

せ人
権
か
る
た

BCG 予防接種

乳幼児健診

6

土　

長
野
県
白
ネ
ギ
フ
ォ
ー
ラ
ム
in
木
島
平
村　

14
時
～

　

消
防
最
終
部
長
会

　

第
27
回
米
・
食
味
分
析
鑑
定
コ
ン
ク
ー
ル
（
～
7
日
）

7

日

8

月

9

火

10

水

11

木

12

金　

議
会
12
月
定
例
会
閉
会
日

13

土

14

日　

15

月　

16

火　

学
校
運
営
協
議
会　

15
時
～

17

水　

無
料
法
律
相
談　

13
時
30
分
～
15
時
30
分

18

木　

健
康
相
談
・
介
護
相
談　

9
時
～
11
時

19

金　

最
終
区
長
会　

15
時
～

20

土

広
報
配
布
日

家
庭
の
日

世
界
中　

み
ん
な
同
じ　

人
間
だ

受付：13：00 ～ 13：15
場所：保健センター
◉水痘：11 月 20 日㈭
◉肺炎球菌・ロタウイルス・五種混合
　　　　　　　  　：11月 28 日㈮

日にち：11月 27 日㈭
場所：木島平村診療所
受付：11：30
対象：令和７年４月生

日にち：12 月15日㈪
場所：木島平クリニック
受付：11：45 ～ 12：00
対象：令和７年 5 月生

日にち：11月 26 日㈬
受付：13：00 ～ 13：30
場所：保健センター
対象：令和４年９・10 月生
　　   令和５年９・10 月生
　　  令和６年 3・4・10・11月生
　　  令和７年 3・4・6・7 月生

日時：11 月 20 日㈭、12 月18 日㈭
時間：9：00 ～ 11：00
場所：保健センター

保護者同士の交流の場として、おひさ
ま保育園プレイルームを開放します。
日時：月曜日～金曜日（保育園開所日）
　　9：00 ～ 11：30
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次
回
定
例
会
の
予
定
（
令
和
７
年
12
月
第
４
回
）

・
開
会
日　

11
月
28
日
（
金
）

・
一
般
質
問　

12
月
４
日
（
木
）
～
５
日
（
金
）

・
閉
会
日　

12
月
12
日
（
金
）

※
現
時
点
の
予
定
で
す
。

令和７年９月定例会一般質問令和７年９月定例会一般質問
　９月３日、４日に行った一般質問では、７人の議員が質問しました。
　また、傍聴者は延べ９人でした。「一般質問」は、各議員の質問や
提案等により、執行機関の見解や考え方を明らかにするもので、大切な
「政策論争の場」です。
　なお、次ページからの一般質問の要旨は、質問者自身でまとめて
います。
　一般質問の会議録は、各議員のページにあるQRコードからご覧いただけます。

１　山
やまざき

﨑　栄
え い き

喜
①人口減少時代に対応した村づくりを
②馬曲温泉等に対する補助金（支援金）について

２　関
せき

　　達
た つ お

夫

①区の支援策を厚くしてほしい
②やまびこの丘ジュニアサッカー場ににぎわいを
③観光振興で元気を取り戻せるか
④ファームス木島平再整備について

３　丸
まるやま

山　邦
くにひさ

久 ①そばの振興策について
②渇水対策について

４　山
やまもと

本　隆
た か き

樹 ①今後の「空き家対策」の推進は

５　湯
ゆ も と

本　直
な お き

木

①（一社）木島平村観光振興局について
②（一財）木島平村農業振興公社について
③社会福祉法人木島平村社会福祉協議会について
④６月議会一般質問の答弁について、その後の対応は

６　湯
ゆ も と

本　行
ゆきひろ

浩 ①若者流出と働く場の不足を踏まえた施策について
②観光から村民の福利厚生へ

７　山
やまうら

浦　　登
のぼる

※当日、体調不良により欠席

①村道 30号線（スキー場線）の安全対策について
②小学生通学路の安全確保について
③令和６年度「一般会計」「特別会計」決算について
④地球温暖化防止と異常気象対策について

８　江
え だ

田　宏
ひ ろ こ

子

①「ファームス木島平再整備計画」のその後の状況について
　※前日に同様の質問があったため、取り下げ

②「馬曲温泉」の施設の状況と対応について
③「堆肥センター」のあり方について
④「地域公共交通」の検討状況について

11 月９日に、初めての試みとして議会カフェを開催しました。
当日は、13 人の方にお越しいただきました。議会の活動を知っていただく機会として、
また、貴重なご意見を伺う場として、大変有意義なものとなりました。いただいたご意見
等は議会だより令和８年１月号に掲載します。
　今後も、議員のなり手不足を始めとした議会の課題等を解決するために研究・検討を
重ね、よりよい村づくりに努めてまいります。議会へのご意見等ありましたら、議会事務局
またはお近くの議員までお気軽にお声がけください。

～「議会カフェ」を開催して～



　

馬
曲
温
泉
、
農
業
振
興
公
社
、
社
会

福
祉
協
議
会
は
、
実
質
的
に
単
年
度
赤

字
決
算
で
あ
り
、
村
に
補
助
金
を
求
め
て

い
る
。
ま
た
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
等

を
運
営
し
て
い
る
北
信
広
域
連
合
も
経
営

状
況
が
厳
し
く
、
構
成
市
町
村
に
支
援
を

求
め
て
い
る
と
い
う
。

質　

問

　

支
援
す
る
前
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
団
体
等

に
求
め
る
こ
と
が
あ
る
か
。

村　

長

　

ま
ず
は
経
費
の
節
減
と
収
入
の
確
保
な

ど
自
助
努
力
を
求
め
、
そ
の
う
え
で
目
的

達
成
に
必
要
な
経
費
に
つ
い
て
精
査
し
、

実
行
し
て
い
く
。

質　

問

　

支
援
額
は
ど
の
く
ら
い
に
な
る
か
。

総
務
課
長

　

令
和
７
年
度
全
体
で
は
、
お
お
よ
そ

３
０
０
０
万
円
以
上
に
な
る
と
見
込
ん
で

い
る
。

質　

問

　

財
源
は
何
か
。

総
務
課
長

　

有
機
セ
ン
タ
ー
管
理
運
営
補
助
金
に
過
疎

対
策
債
の
ソ
フ
ト
事
業
を
２
０
０
０
万
円

充
当
し
て
い
る
。そ
の
他
、過
疎
対
策
債
、

地
域
活
性
化
基
金
、
福
祉
基
金
、
観
光

振
興
基
金
、ふ
る
さ
と
基
金
な
ど
が
考
え

ら
れ
る
。

が
可
能
に
な
り
、
維
持
コ
ス
ト
が
削
減
さ

れ
る
こ
と
。

　

デ
メ
リ
ッ
ト
は
、
①
小
中
学
生
が
共
有

す
る
特
別
教
室
は
、
単
独
校
と
比
べ
て

使
用
す
る
時
間
等
が
制
限
さ
れ
る
こ
と
が

多
く
な
る
。②
小
中
学
校
に
お
け
る
日
課
の

時
間
の
ず
れ
が
生
じ
る
こ
と
。
③
中
学
生

か
ら
小
学
生
が
悪
影
響
を
受
け
や
す
く

な
る
環
境
に
な
る
こ
と
。
④
９
年
間
同
じ

校
舎
で
生
活
し
て
い
く
た
め
、
環
境
の

変
化
が
乏
し
く
な
る
こ
と
。

　

令
和
３
年
度
に
策
定
し
た
学
校
施
設

長
寿
命
化
計
画
で
は
、
令
和
22
年
に
小
中

学
校
の
統
合
が
計
画
さ
れ
て
い
る
が
、

施
設
の
老
朽
化
、
準
備
期
間
等
か
ら
、

前
倒
し
を
視
野
に
入
れ
て
検
討
す
る
必
要

が
あ
る
と
考
え
る
。

質　

問

　

こ
れ
か
ら
の
村
を
背
負
う
こ
と
に
な
る

人
材
の
育
成
を
兼
ね
て
、
中
堅
・
若
手

職
員
に
よ
る
人
口
減
少
時
代
に
対
応
し
た

村
づ
く
り
研
究
会
を
作
っ
た
ら
ど
う
か
。

総
務
課
長

　

職
員
の
人
材
育
成
、
自
己
啓
発
力
の
点

で
も
必
要
性
は
感
じ
る
。
実
際
に
研
修
を

受
け
る
側
の
気
持
ち
や
姿
勢
に
よ
っ
て

効
果
が
大
き
く
変
わ
り
、
ど
の
よ
う
な
形

が
効
果
的
な
の
か
検
討
し
て
い
き
た
い
。

設
置
お
よ
び
運
営
が
必
須
で
あ
り
、
村

で
建
設
す
る
こ
と
は
困
難
。

質　

問

　

下
水
道
処
理
施
設
の
広
域
化
は
。

建
設
課
長

　

地
形
、地
方
公
共
団
体
間
の
料
金
格
差
、

財
政
状
況
の
ば
ら
つ
き
、
施
設
水
準
の

違
い
等
が
課
題
で
、
広
域
化
の
メ
リ
ッ
ト

が
想
定
さ
れ
て
も
実
現
は
非
常
に
困
難
。

質　

問

　

施
設
一
体
型
小
中
一
貫
校
の
自
治
体
が

あ
る
。
メ
リ
ッ
ト
と
デ
メ
リ
ッ
ト
、
本
村

で
取
り
組
む
考
え
は
。

教
育
長

　

メ
リ
ッ
ト
は
、
①
施
設
を
共
有
し
て
い

る
た
め
、
必
然
的
に
小
中
学
校
の
連
携
が

強
化
さ
れ
る
こ
と
。
②
小
学
校
か
ら
中
学

校
へ
の
接
続
が
円
滑
に
行
わ
れ
る
こ
と
。

③
９
年
間
一
貫
し
た
生
活
ル
ー
ル
で
指
導

す
る
こ
と
が
可
能
な
こ
と
。
④
中
学
校
へ

の
進
級
時
に
生
活
環
境
の
変
化
が
少
な
い

た
め
、
安
心
感
を
持
ち
や
す
い
こ
と
。
⑤

中
学
生
は
小
学
生
と
接
す
る
こ
と
で
、

上
級
生
と
し
て
の
自
覚
を
持
ち
や
す

い
。
ま
た
、
小
学
生
は
中
学
生
を
間
近
に

目
に
す
る
こ
と
で
、
中
学
生
へ
の
あ
こ
が

れ
を
抱
き
や
す
い
こ
と
。
⑥
施
設
や
設
備

を
共
有
し
て
い
る
た
め
、
効
果
的
な
運
営

　

昭
和
30
年
に
木
島
平
村
が
誕
生
し
た

と
き
に
８
２
０
０
人
を
上
回
っ
て
い
た

人
口
は
４
０
０
０
人
を
下
回
り
、
令
和
６

年
度
に
生
ま
れ
た
子
ど
も
が
７
人
、
令
和

７
年
度
は
10
人
の
見
込
み
で
、少
子
高
齢
化

が
急
速
に
進
行
し
て
い
る
。

質　

問

　

岳
北
広
域
行
政
組
合
で
行
っ
て
い
る

消
防
、ご
み
処
理
施
設
、し
尿
処
理
施
設
、

火
葬
場
に
つ
い
て
、今
後
の
北
信
地
域
の

人
口
減
少
を
踏
ま
え
、
施
設
の
老
朽
化
等

に
合
わ
せ
て
、
も
っ
と
広
い
範
囲
で
の

共
同
処
理
を
考
え
た
方
が
良
い
の
で
は
。

村　

長

　

課
題
が
あ
る
こ
と
は
十
分
承
知
し
て

い
る
。
次
の
更
新
計
画
の
段
階
で
検
討

し
て
い
く
。

質　

問

　

高
齢
者
が
安
心
し
て
生
活
で
き
る
よ
う

に
、
高
齢
者
集
合
住
宅
の
建
設
を
。

民
生
課
長

　

高
齢
者
に
特
化
し
た
集
合
住
宅
は
見
守

り
が
必
要
。
自
立
を
さ
れ
見
守
り
の
必
要

の
な
い
方
は
、
ス
キ
ー
場
の
マ
ン
シ
ョ
ン

利
用
の
検
討
を
。
ま
た
、
サ
ー
ビ
ス
付
き

高
齢
者
住
宅
の
場
合
は
、
事
業
者
に
よ
る
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質　

問

質　

問

質　

問

村　

長

質　

問

村　

長

質　

問

質　

問

質　

問

教
育
長

関
係
団
体
等
へ
の
財
政
支
援
が
増
加

質　

問
人
口
が
半
減
し
、
出
生
数
は
激
減 人

口
減
少
時
代
に
対
応
し
た
村
づ
く
り
を
！

山 

﨑　

栄 

喜  

議
員

◀一般質問
　会議録

民
生
課
長

建
設
課
長

総
務
課
長

総
務
課
長

総
務
課
長



の
充
実
、
拡
充
を
検
討
し
て
い
る
。

②�

事
故
に
遭
っ
た
時
の
救
済
と
助
け
合

う
見
舞
金
で
あ
り
、
福
祉
向
上
の
意

で
あ
る
。
掛
金
徴
収
の
手
間
の
負
担

軽
減
に
な
っ
た
こ
と
に
は
な
る
が
、
交

付
金
に
含
ま
れ
る
も
の
で
は
な
い
。

③�

地
区
づ
く
り
推
進
員
と
し
て
職
員
を

配
置
し
、
自
主
防
災
組
織
づ
く
り
の

支
援
や
補
助
金
事
業
な
ど
に
活
動

助
成
も
行
っ
て
い
る
。

質　

問

①�

今
回
の
サ
ッ
カ
ー
フ
ェ
ス
の
反
省
と

次
年
度
に
向
け
て
の
取
組
み
は
。

②
受
け
入
れ
る
宿
泊
施
設
は
ど
う
か
。

③�

学
生
の
合
宿
補
助
制
度
の
利
用
状
況

と
評
判
は
。

産
業
課
長

①�

参
加
者
の
拡
大
は
、
村
と
運
営
主
催

　

者
の
共
通
の
課
題
と
認
識
し
て
い
る
。

　

参
加
し
や
す
い
開
催
日
程
や
交
通
費

　

の
保
護
者
負
担
の
軽
減
な
ど
を
検
討

　

す
る
。
北
信
地
域
の
子
ど
も
チ
ー
ム

　

に
も
声
掛
け
を
し
て
お
り
、
今
後
も

　

参
加
者
拡
大
に
努
め
た
い
。

②�

村
内
の
宿
泊
施
設
で
十
分
対
応
で
き
る
。

③�

８
月
末
ま
で
の
利
用
実
績
は
13
団
体
で

　

延
べ
宿
泊
者
数
２
千
人
弱
。
今
後
も

　

９
月
の
サ
マ
ー
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
大
会

　

に
合
わ
せ
て
多
く
の
利
用
が
見
込
ま
れ

　

て
い
る
。

　

�　

利
用
者
か
ら
は
「
来
年
も
利
用
し

　

た
い
」と
の
声
が
あ
り
、一
定
の
評
価

　

を
得
ら
れ
て
い
る
。

質　

問

①�

馬
曲
温
泉
と
ス
キ
ー
場
の
運
営
は
、

村
の
経
済
に
ど
う
寄
与
し
て
い
る

か
。
村
長
の
意
向
は
反
映
さ
れ
て
い

る
か
。

②�

観
光
振
興
局
と
の
連
携
は
重
要
だ

が
、
村
長
の
描
く
ビ
ジ
ョ
ン
は
。

村　

長

①�

観
光
施
設
民
営
化
の
目
的
は
、
民
間

の
力
で
「
効
率
的
で
安
定
し
た
運
営
」

　
「
サ
ー
ビ
ス
向
上
に
よ
る
交
流
人
口

　

の
拡
大
」、「
村
の
財
政
負
担
の
軽
減
」

　

を
目
的
と
し
て
お
り
、
村
は
事
業
者

　

の
主
体
性
を
尊
重
し
つ
つ
連
携
を

　

図
っ
て
い
る
。

②�

木
島
平
な
ら
で
は
の
魅
力
を
磨
き
上
げ

　

交
流
人
口
拡
大
に
よ
る
地
域
経
済
へ

　

の
波
及
効
果
、
持
続
可
能
な
観
光
を

　

推
進
し
、「
住
ん
で
よ
し
訪
れ
て
よ
し
」

　

の
村
を
め
ざ
す
。

産
業
課
長

①�

馬
曲
温
泉
は
、
年
間
約
２
万
７
千
人

の
お
客
様
に
利
用
い
た
だ
き
、
温
泉

総
選
挙
で
全
国
４
位
を
獲
得
、
村
民

雇
用
に
も
貢
献
し
て
い
る
。

　

�　

ス
キ
ー
場
は
、
約
５
万
７
千
人
が

来
場
し
宿
泊
や
飲
食
な
ど
で
大
き
な

経
済
効
果
が
見
込
ま
れ
、
交
流
人
口

の
拡
大
、村
の
知
名
度
向
上
に
も
寄
与

　

し
て
い
る
。

質　

問

　

高
齢
化
、
人
口
減
、
戸
数
減
、
働
き

盛
り
の
方
々
も
仕
事
に
精
い
っ
ぱ
い
で
、

区
の
行
事
、
催
事
の
運
営
も
厳
し
い

状
況
下
に
あ
る
。
区
長
職
も
複
数
回

行
わ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
役
場
か
ら

の
用
事
、
依
頼
ご
と
も
重
く
、
軽
く
は

な
ら
な
い
。

①�

な
ぜ
、
行
政
交
付
金
が
３
１
５
万
円

　

な
の
か
、
性
質
と
根
拠
を
伺
う
。

　

ま
た
、
交
付
額
を
増
や
せ
な
い
か
。

②�

昨
年
か
ら
任
意
で
あ
る
交
通
災
害

共
済
を
全
村
民
公
費
加
入
と
し
た
。

個
人
掛
金
分
を
各
区
に
支
払
っ
て

い
る
と
言
い
訳
さ
れ
る
の
か
。

③�

活
力
い
っ
ぱ
い
の
集
落
村
づ
く
り
を

目
指
し
て
い
る
。
金
銭
以
外
に
区
へ

の
支
援
は
。

総
務
課
長

①�

交
付
金
の
金
額
に
明
確
な
基
準
は
な

く
、
各
区
へ
の
配
布
物
や
各
種
取
り

ま
と
め
の
依
頼
を
す
る
た
め
の
も
の

と
理
解
し
て
い
る
。
交
付
金
増
額
の

検
討
は
な
い
が
、
会
議
出
席
な
ど
の

負
担
軽
減
、
補
助
金
、
補
助
率
な
ど
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や
ま
び
こ
の
丘

ジ
ュ
ニ
ア
サ
ッ
カ
ー
場
に
に
ぎ
わ
い
を

質　

問

質　

問

村　

長

質　

問

区
へ
の
支
援
策
を
厚
く
し
て
ほ
し
い

総
務
課
長

　

こ
の
ほ
か
に「
フ
ァ
ー
ム
ス
木
島
平

の
再
整
備
計
画
」に
つ
い
て
も
質
問
し

ま
し
た
。

産
業
課
長

産
業
課
長

活
力
い
っ
ぱ
い
の
集
落
・
村
づ
く
り
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
行
政
の
支
援
を

関　
　

達  

夫  

議
員

◀一般質問
　会議録

観
光
振
興
で
元
気
を
取
り
戻
せ
る
か ９/15　ノルディックマラソン大会９/15　ノルディックマラソン大会



　

そ
ば
」
や
「
農
林
そ
ば
」
を
地
域
の

　

特
色
あ
る
ブ
ラ
ン
ド
に
磨
き
上
げ
、地
元

　

飲
食
店
や
道
の
駅
と
連
携
し
、
消
費
者

　

に
選
ば
れ
る「
木
島
平
産
そ
ば
」と
し
て

　

認
知
度
を
高
め
る
。
そ
ば
打
ち
後
継
者

　

の
育
成
も
必
要
。

③�

そ
ば
打
ち
体
験
と
の
連
携
。
そ
ば
を

食
べ
る
だ
け
で
な
く
、
体
験
す
る
価
値

を
創
造
し
て
発
信
提
供
す
る
仕
組
み

が
必
要
。

質　

問

　

木
島
平
村
で
と
て
も
魅
力
的
な
そ
ば
店

を
作
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
フ
ラ
ン
チ
ャ

イ
ズ
化
で
き
る
。
村
に
と
っ
て
大
き
な

収
益
源
に
な
る
と
思
う
が
い
か
が
か
。

村　

長

　

フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
化
で
は
な
く
、
そ
ば

の
取
扱
店
を
増
や
し
、
ブ
ラ
ン
ド
化
に

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

質　

問

　

農
家
が
安
心
し
て
農
業
に
従
事
す
る
た

め
に
、
日
照
り
の
年
で
あ
っ
て
も
水
不
足

に
な
ら
な
い
よ
う
な
対
策
が
必
要
と
考
え

る
が
、
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

産
業
課
長

　

日
照
り
の
年
で
あ
っ
て
も
安
定
し
て

農
業
用
水
が
確
保
さ
れ
る
こ
と
は
、
営
農

継
続
の
大
前
提
だ
と
認
識
し
て
い
る
。

そ
の
た
め
に
は
、
既
存
の
水
利
施
設
の

維
持
管
理
を
着
実
に
行
う
と
と
も
に
、

溜
め
池
な
ど
、
将
来
的
な
水
資
源
の
安
定

確
保
に
向
け
た
取
組
み
を
進
め
る
こ
と
が

重
要
で
あ
る
。

質　

問

　

カ
ヤ
の
平
で
そ
ば
を
栽
培
し
、「
霧
下

そ
ば
」
に
対
抗
し
て
「
ブ
ナ
の
森
そ
ば
」

と
い
う
ブ
ラ
ン
ド
を
作
っ
た
ら
ど
う
か
。

観
光
の
振
興
に
も
つ
な
が
る
と
思
う
が

い
か
が
か
。

産
業
課
長

　

カ
ヤ
の
平
に
通
う
時
間
と
距
離
が

ネ
ッ
ク
に
な
っ
て
、
今
は
行
わ
れ
て
い
な
い
。

　

そ
れ
ら
の
課
題
を
改
め
て
整
理
し
、

そ
れ
を
上
回
る
利
益
が
あ
れ
ば
、
取
り
組

ん
で
い
く
の
も
良
い
と
考
え
て
い
る
。

質　

問

　

木
島
平
産
そ
ば
の
高
付
加
価
値
化
を

図
る
方
策
を
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

産
業
課
長

　

付
加
価
値
を
高
め
る
こ
と
は
、
地
域

ブ
ラ
ン
ド
の
確
立
や
交
流
人
口
の
拡
大

に
つ
な
が
る
と
考
え
て
い
る
。

方
策
と
し
て
は
、

①�

品
質
向
上
、
機
械
化
の
推
進
、
栽
培

技
術
の
継
承
を
支
援
し
、
安
定
的
で

良
質
な
原
料
供
給
を
実
現
で
き
る
。

②�

ブ
ラ
ン
ド
化
の
取
組
み
。「
名
水
火
口

質　

問

　

６
月
議
会
で
、
村
長
は
「
今
、
村
で
は

遊
休
荒
廃
地
の
活
用
を
兼
ね
て
、
そ
ば

を
約
30
ヘ
ク
タ
ー
ル
作
付
け
し
て
い
る
。

特
産
物
の
一
つ
と
し
て
進
め
て
い
る
。」

と
答
弁
し
て
い
る
。

　

村
が
推
奨
し
て
い
る
そ
ば
の
栽
培
で

あ
る
が
、
平
成
28
年
か
ら
、
作
付
面
積
、

収
穫
量
と
も
に
増
え
て
い
な
い
。
そ
の

原
因
は
何
か
。

産
業
課
長

　

現
在
の
農
業
振
興
公
社
の
機
械
体
制
、

人
員
体
制
で
は
、
30
ヘ
ク
タ
ー
ル
が
限
度

と
聞
い
て
い
る
。
増
や
す
に
は
、
機
械
力

と
人
の
手
当
が
必
要
と
考
え
て
い
る
。

質　

問

　

農
業
振
興
公
社
か
ら
「
そ
ば
の
乾
燥
機

が
既
に
能
力
限
界
で
、
こ
れ
以
上
乾
燥
が

で
き
な
い
。
乾
燥
が
で
き
れ
ば
保
管
は

で
き
る
」
と
聞
い
た
。

　

ま
た
、
そ
ば
打
ち
研
究
会
か
ら
50
ヘ
ク

タ
ー
ル
に
作
付
け
を
増
や
す
要
望
と
提
案

が
提
出
さ
れ
て
い
る
が
、
村
長
か
ら
「
金

が
な
い
」
と
断
ら
れ
た
と
聞
い
た
。

　

村
長
の
答
弁
に
あ
る
「
し
っ
か
り
支
援

し
て
い
る
。」
と
言
え
る
か
。

産
業
課
長

　

農
業
振
興
公
社
と
改
め
て
課
題
を
共
有

し
、
そ
ば
栽
培
の
振
興
に
向
け
た
取
組
み

を
進
め
た
い
。

質　

問

　

全
国
的
に
主
食
米
の
高
騰
で
そ
ば
の

作
付
面
積
の
減
少
が
予
想
さ
れ
る
。

　

ま
た
、
下
高
井
農
林
高
校
そ
ば
部
の

好
成
績
な
ど
、
今
、
村
に
と
っ
て
そ
ば
の

振
興
に
好
条
件
だ
と
考
え
る
が
、
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

村　

長

　

農
林
高
校
、
地
域
の
皆
様
、
農
業
振
興

公
社
、
行
政
が
一
体
と
な
り
取
り
組
む

こ
と
は
、
そ
ば
振
興
に
留
ま
ら
ず
、
地
域

の
振
興
に
つ
な
が
る
大
き
な
可
能
性
を

持
つ
。

　

議
員
の
指
摘
の
と
お
り
、
ま
さ
に
今
、

そ
の
好
機
で
あ
る
と
認
識
を
し
て
い
る
。

質　

問

　

乾
燥
機
の
増
設
は
、
前
向
き
に
検
討
し

て
も
ら
え
る
と
考
え
て
い
い
か
。

村　

長

　

現
時
点
で
は
、
収
量
が
多
く
な
い
。

現
在
、
農
業
振
興
公
社
で
二
期
作
を
検
討

し
て
い
る
。
品
質
の
安
定
と
、
収
量
の
増
産

に
つ
い
て
協
力
を
し
て
い
き
た
い
。
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質　

問

村　

長

村　

長

質　

問

質　

問

質　

問

そ
ば
の
振
興
策
に
つ
い
て

ブ
ナ
の
森
そ
ば

質　

問

村　

長

質　

問

質　

問

質　

問

産
業
課
長

村
の
活
性
化
の
方
策
を
考
え
ま
せ
ん
か
？

丸 

山　

邦 

久  

議
員

◀一般質問
　会議録

産
業
課
長

産
業
課
長

産
業
課
長

産
業
課
長

そ
ば
店
の
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
化

渇
水
対
策
に
つ
い
て



て
、
管
理
不
全
空
家
等
の
認
定
は
。

産
業
企
画
室
長

　

令
和
５
年
12
月
に
施
行
さ
れ
た
空
家

特
措
法
の
改
正
で
、「
放
置
す
る
と
特
定

空
家
等
に
な
る
お
そ
れ
の
あ
る
空
き
家
」

が
新
た
に
「
管
理
不
全
空
家
等
」
と
い
う

位
置
づ
け
で
設
け
ら
れ
た
。

　

こ
の
よ
う
な
物
件
に
対
し
て
、
市
区
町
村

は
認
定
を
し
た
う
え
で
、
助
言
・
指
導
・

勧
告
な
ど
を
行
え
る
よ
う
に
な
り
、
勧
告

を
受
け
た
所
有
者
は
、
そ
れ
に
従
わ
な
い

場
合
、
住
宅
用
地
の
特
例
が
解
除
さ
れ
、

固
定
資
産
税
の
軽
減
措
置
が
な
く
な
り
、

税
負
担
が
増
え
る
も
の
と
な
っ
た
。

　

村
で
は
、
管
理
不
全
空
家
等
の
認
定

は
ま
だ
行
っ
て
い
な
い
が
、
法
施
行
前

か
ら
、
管
理
不
全
状
態
の
空
き
家
の
所
有
者

の
方
に
、
文
章
で
是
正
を
求
め
て
い
る
。

　

令
和
６
年
度
は
、
14
件
に
文
書
を
発
送

し
て
い
る
。

質　

問

　

空
き
家
所
有
者
へ
の
行
政
と
し
て
の

支
援
は
。

産
業
企
画
室
長

　

村
で
は
、
空
き
家
担
当
、
移
住
担
当
と

し
て
、
集
落
支
援
員
を
１
人
ず
つ
配
置
し

　

空
き
家
対
策
と
し
て
、
空
き
家
等
に

関
す
る
支
援
制
度
や
早
期
の
対
処
の

メ
リ
ッ
ト
等
を
広
報
や
折
込
チ
ラ
シ
で

周
知
し
、
空
き
家
バ
ン
ク
へ
登
録
し
、

活
用
さ
れ
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
る
。

ま
た
、
空
き
家
の
適
正
な
維
持
管
理
や

利
用
、「
空
き
家
に
つ
い
て
知
ろ
う
」
等

の
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
、
空
き
家
等
の

予
防
を
促
し
て
い
る
。

　

し
か
し
、
空
き
家
は
個
々
の
問
題

で
も
あ
り
、
経
費
の
負
担
、
相
続
な
ど

法
律
上
の
課
題
も
あ
る
。
村
の
現
状
は
。

質　

問

　

最
新
の
空
き
家
等
の
状
況
は
。

産
業
企
画
室
長

　

令
和
６
年
度
末
の
空
き
家
と
し
て
把
握

し
て
い
る
件
数
は
１
９
６
件
。

　

ま
た
、
令
和
６
年
度
の
空
き
家
の
流
通

を
目
的
と
し
た
空
き
家
バ
ン
ク
に
お
け
る

新
規
登
録
件
数
は
14
件
、
成
約
件
数
は
19

件
と
過
去
最
多
。
令
和
６
年
度
末
時
点
の

空
き
家
バ
ン
ク
登
録
物
件
数
は
17
件
。

質　

問

　

空
き
家
の
判
定
方
法
は
。

産
業
企
画
室
長

　

空
き
家
と
な
っ
た
物
件
に
つ
い
て
は
、

所
有
者
、関
係
者
、地
域
の
方
々
か
ら
寄
せ

ら
れ
た
情
報
を
も
と
に
、
村
の
担
当
者

が
現
地
へ
赴
き
、
外
見
を
確
認
し
た
り
、

聞
き
取
り
を
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
必
要
に
応
じ
て
、
水
道
の
利
用

状
況
、
契
約
の
有
無
を
確
認
し
、
最
終
的

に
空
き
家
か
ど
う
か
を
判
定
し
て
い
る
。

質　

問

　

第
７
次
総
合
振
興
計
画
で
掲
げ
た

空
き
家
バ
ン
ク
の
登
録
率
・
成
約
率
の

目
標
達
成
に
向
け
て
ど
う
取
り
組
む
か
。

産
業
企
画
室
長

　

昨
年
度
策
定
し
た
第
７
次
総
合
振
興

計
画
の
空
き
家
対
策
は
「
空
き
家
対
策
の

推
進
」
と
い
う
名
目
で
、
重
点
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
う
ち
「
少
子
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

「
住
み
続
け
た
い
暮
ら
し
実
現
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
に
も
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。

　

現
在
、
令
和
６
年
度
か
ら
７
年
度
は
、

目
標
を
上
回
る
取
組
み
が
で
き
て
い
る
。

今
後
こ
の
目
標
を
よ
り
一
層
進
め
る
必
要

が
あ
る
。

質　

問

　

令
和
５
年
12
月
に
、
特
定
空
家
等
に
な

る
お
そ
れ
の
あ
る
「
管
理
不
全
空
家
等
」

に
関
す
る
規
定
が
新
設
さ
れ
た
。
村
と
し

て
い
る
。「
空
き
家
何
で
も
相
談
」
と
し
、

移
住
定
住
推
進
係
内
に
窓
口
を
設
け
て

い
る
。

　

集
落
支
援
員
を
中
心
に
、
空
き
家
の

困
り
ご
と
の
相
談
対
応
の
ほ
か
、
専
門
機

関
や
事
業
者
の
紹
介
な
ど
も
し
て
い
る
。

村
内
の
ご
自
宅
ま
で
、出
向
く
出
張
相
談
、

空
き
家
の
全
般
的
な
相
談
等
を
承
っ
て

い
る
。

　

ま
た
、個
別
に
条
件
は
あ
る
が
、空
き
家

バ
ン
ク
に
登
録
す
る
こ
と
で
、改
修
費
用

や
家
財
処
分
、
購
入
す
る
方
の
費
用
や

解
体
費
へ
の
補
助
金
制
度
が
あ
る
。

　

気
軽
に
相
談
い
た
だ
き
た
い
。

質　

問

　

空
き
家
問
題
は
、
民
生
課
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
、
社
会
福
祉
協
議
会
な
ど

と
も
関
連
が
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
と
こ
ろ

で
の
悩
み
や
相
談
の
中
で
、
連
携
を
更
に

深
め
て
、
空
き
家
問
題
へ
の
取
組
み
を
。

産
業
企
画
室
長

　

現
在
も
、
担
当
課
以
外
で
空
き
家
に

関
す
る
話
が
あ
っ
た
場
合
は
つ
な
い
で

も
ら
っ
て
い
る
。
今
後
、
よ
り
一
層
、

関
係
機
関
と
連
携
を
深
め
て
取
り
組
ん

で
い
く
。
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質　

問

質　

問

質　

問

質　

問

質　

問

質　

問

空
き
家
予
備
軍
に
対
す
る

　
　
　
　
　
　
　
相
談
し
や
す
い
体
制
の
強
化
を

山 

本　

隆 

樹  

議
員

◀一般質問
　会議録

産
業
企
画
室
長

産
業
企
画
室
長

産
業
企
画
室
長

産
業
企
画
室
長

産
業
企
画
室
長

産
業
企
画
室
長



バ
ラ
ン
ス
を
見
極
め
、
堆
肥
セ
ン
タ
ー

以
外
の
公
社
総
合
事
業
へ
の
３
０
０
０
万

円
の
補
助
金
に
つ
い
て
再
検
討
す
る
必
要

が
あ
る
と
考
え
る
が
、
見
解
は
。

産
業
課
長

　

公
社
事
業
の
多
く
が
農
家
支
援
を
目
的

と
し
た
収
益
性
の
乏
し
い
事
業
で
あ
る

こ
と
に
加
え
、
物
価
や
光
熱
費
の
高
騰
に

よ
り
施
設
管
理
コ
ス
ト
が
増
大
し
て
い

る
。
こ
の
た
め
、
管
理
コ
ス
ト
に
見
合
っ
た

補
助
金
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　

今
後
、
行
政
が
負
担
す
べ
き
適
切
な

コ
ス
ト
に
つ
い
て
改
め
て
検
討
し
、
補
助
金

の
在
り
方
を
見
直
し
て
い
く
。

質　

問

　

６
月
議
会
で
村
か
ら
は
「
適
正
な
運
営

の
た
め
の
財
政
改
善
計
画
書
の
提
出
を

求
め
、
内
容
を
精
査
し
な
が
ら
理
解
を
得

ら
れ
る
よ
う
に
対
応
し
て
い
く
」
と
コ
メ

ン
ト
が
あ
っ
た
が
、
実
際
こ
の
コ
メ
ン
ト

ど
お
り
に
社
会
福
祉
協
議
会
が
運
営
さ
れ

て
い
る
か
。

民
生
課
長

　

社
協
か
ら
、
令
和
６
年
度
の
決
算
報
告

と
と
も
に
、
財
政
改
善
計
画
書
の
提
出
を

受
け
た
。
決
算
に
つ
い
て
は
大
変
厳
し
い

質　

問

　

３
月
議
会
の
審
査
意
見
・
要
望
事
項
等

の
観
光
振
興
局
へ
の
意
見
に
対
し
て
、
村

か
ら
は
「
地
域
資
源
の
活
用
と
地
域
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
に
取
り
組
み
、
地
域
づ
く
り

に
結
び
付
く
事
業
成
果
が
得
ら
れ
る
よ
う

に
事
業
進
捗
を
図
り
ま
す
」
と
の
答
弁
が

あ
っ
た
が
、
そ
の
成
果
・
実
績
は
。

産
業
課
長

　

５
月
24
日
に
、
郷
の
家
を
会
場
に
「
古

民
家
で
郷
土
料
理
づ
く
り
を
楽
し
む
会
」

を
開
催
。
６
月
８
日
に
、
ト
レ
イ
ル
ラ
ン

ニ
ン
グ
大
会
「
奥
信
濃
１
０
０
」
の
ア
フ

タ
ー
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、
道
の
駅
で
村
の

特
産
品
抽
選
会
を
実
施
し
、
村
の
Ｐ
Ｒ
を

行
っ
た
。
８
月
23
日
に
「
鬼
島
平
ナ
イ
ト

ツ
ア
ー
」
と
題
し
、
夏
の
夜
を
楽
し
む

企
画
を
行
い
、
28
人
が
参
加
さ
れ
た
。

　

ま
た
、今
後
、カ
ヤ
の
平
高
原
の
ブ
ナ
林

を
活
用
し
た
「
リ
ト
リ
ー
ト
ツ
ア
ー
」
や

冬
季
の
ス
ノ
ー
シ
ュ
ー
ツ
ア
ー
な
ど
を

計
画
し
て
い
る
と
報
告
を
受
け
て
い
る
。

質　

問

　

令
和
６
年
度
は
、
村
か
ら
運
営
補
助
金

等
で
総
額
６
３
８
万
円
が
支
払
わ
れ
て
い

る
。
令
和
６
年
度
も
次
年
度
へ
の
繰
越
金

は
１
０
５
３
万
円
も
あ
る
。
こ
の
経
過
を

見
る
と
、
経
年
的
に
１
０
０
０
万
以
上
の

繰
越
金
を
計
上
し
て
い
る
公
的
団
体
に
、

毎
年
６
０
０
万
円
以
上
の
補
助
金
を
支
出

し
て
い
る
こ
と
に
疑
問
を
感
じ
て
い
る
。

こ
の
補
助
金
に
つ
い
て
再
検
討
す
る
必
要

が
あ
る
と
思
う
が
、
見
解
は
。

産
業
課
長

　

繰
越
金
が
多
額
に
な
っ
て
い
る
要
因

は
、令
和
２
年
か
ら
令
和
４
年
に
か
け
て
、

国
の
コ
ロ
ナ
対
策
に
よ
る
事
業
収
入
が
増

え
た
こ
と
に
よ
る
も
の
。し
か
し
な
が
ら
、

損
益
計
算
書
で
は
約
50
万
円
の
損
失
が
生

じ
て
い
る
。
理
想
と
し
て
は
、
稼
ぐ
力
を

備
え
自
主
財
源
を
拡
大
さ
せ
る
必
要
が
あ

る
が
、
現
時
点
で
そ
の
体
制
を
整
え
る
こ

と
は
容
易
で
な
い
た
め
、
引
き
続
き
村
が

運
営
補
助
を
行
い
な
が
ら
、
観
光
振
興
を

進
め
て
い
く
。

質　

問

　

令
和
６
年
度
の
農
業
振
興
公
社
へ
の
補

助
金
は
、
公
社
総
合
事
業
な
ど
の
５
事
業

に
総
額
６
４
３
７
万
円
。
こ
の
中
の
堆
肥

セ
ン
タ
ー
へ
の
補
助
金
は
、
令
和
15
年
度

ま
で
は
毎
年
２
５
０
０
万
円
予
定
さ
れ
て

い
る
。
農
業
振
興
公
社
の
総
合
的
な
経
営

と
理
解
し
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、

社
協
と
し
て
業
務
改
善
へ
の
取
組
み
、

倹
約
、
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
拡
大
に
向
け

た
取
組
み
等
、
努
力
の
跡
も
う
か
が
え
、

若
干
で
は
あ
る
も
の
の
前
年
よ
り
改
善

し
て
い
る
状
況
も
確
認
し
た
。

質　

問

　

令
和
６
年
度
の
社
協
の
決
算
は
、
村
が

委
託
し
て
い
る
事
業
分
と
し
て
１
４
９
１

万
円
、
こ
の
ほ
か
に
県
や
県
社
協
か
ら
の

補
助
金
が
１
３
０
万
円
弱
程
度
あ
っ
た
が
、

最
終
的
に
２
９
５
０
万
円
の
赤
字
計
上
と

な
っ
た
。

　

今
回
社
協
か
ら
出
さ
れ
た
財
政
改
善

計
画
の
内
容
と
実
情
を
照
ら
し
合
わ
せ
、

村
と
し
て
今
後
、
社
協
に
対
し
て
の
考
え

方
、
方
向
性
を
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

民
生
課
長

　

村
と
し
て
社
協
に
委
託
す
る
事
業
に

関
わ
る
部
分
に
つ
い
て
は
、
必
要
額
を

し
っ
か
り
確
認
、
調
整
し
た
う
え
で
支
出

す
る
こ
と
と
し
、
今
後
の
介
護
保
険
や

障
が
い
の
事
業
会
計
の
推
移
を
見
極
め

な
が
ら
、今
後
の
支
援
を
検
討
し
て
い
く
。
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木
島
平
村
社
会
福
祉
協
議
会
に
つ
い
て

質　

問

質　

問

質　

問

質　

問

民
生
課
長

質　

問

木
島
平
村
観
光
振
興
局
に
つ
い
て

　

こ
の
ほ
か
「
６
月
議
会
一
般
質
問
の

答
弁
に
つ
い
て
、
そ
の
後
の
対
応
は
」

の
中
で
、
次
の
こ
と
を
質
問
し
ま
し
た
。

・
シ
ュ
ー
ネ
ス
ベ
ル
ク
の
今
後
の
対
応

　

に
つ
い
て

・
有
害
鳥
獣
対
策
事
業
に
つ
い
て

・
地
域
お
こ
し
協
力
隊
に
つ
い
て

産
業
課
長

限
り
あ
る
財
源
の
有
効
活
用
に
腐
心
を湯 

本　

直 

木  

議
員

◀一般質問
　会議録

産
業
課
長

産
業
課
長

民
生
課
長

木
島
平
村
農
業
振
興
公
社
に
つ
い
て



質　

問

　

観
光
に
よ
る
地
域
活
性
化
に
は
一
定

の
限
界
が
あ
る
と
感
じ
て
い
る
。
今
後

は
観
光
に
か
け
て
き
た
予
算
や
人
的

資
源
を
、
地
域
内
で
の
交
流
促
進
や

高
齢
者
・
子
育
て
世
代
へ
の
福
祉
施
設

の
充
実
な
ど
、
村
民
生
活
の
質
を
高
め

る
施
策
へ
重
点
を
移
す
べ
き
と
考
え
る

が
、
村
民
の
声
や
ニ
ー
ズ
を
反
映
さ
せ

る
仕
組
み
の
具
体
策
は
。

村　

長

　

観
光
振
興
の
取
組
み
は
、
農
産
物
の

Ｐ
Ｒ
や
移
住
定
住
に
向
け
た
子
育
て

環
境
の
発
信
な
ど
も
含
み
、村
の
魅
力

発
信
と
し
て
実
施
し
て
い
る
。
ま
た
、

学
校
給
食
無
償
化
や
シ
ニ
ア
世
代
団
体

活
動
補
助
金
な
ど
、
福
祉
の
向
上
に
も

力
を
入
れ
、
今
後
も
必
要
な
施
策
に

予
算
と
労
力
を
配
分
し
て
い
く
。

総
務
課
長

　

地
区
づ
く
り
懇
談
会
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

な
ど
で
意
見
を
聞
く
場
が
あ
る
。ま
た
、

第
７
次
総
合
振
興
計
画
で
も
村
民
ア
ン

ケ
ー
ト
を
実
施
し
て
お
り
、
村
民
の
声

を
施
策
や
計
画
に
反
映
す
る
取
組
み
を

行
っ
て
い
る
。

認
識
を
し
て
い
る
。
事
業
承
継
に
対
す

る
不
安
を
解
消
し
、
円
滑
に
行
わ
れ
る

た
め
の
支
援
、
個
別
相
談
会
や
事
業

承
継
セ
ミ
ナ
ー
を
、
県
・
商
工
会
・

関
係
機
関
と
連
携
し
て
開
催
し
て
い
る
。

こ
の
中
で
、
収
益
性
を
高
め
る
た
め
の

方
策
や
資
金
支
援
を
含
む
多
面
的
な

支
援
を
紹
介
し
て
い
る
。

質　

問

　

企
業
誘
致
に
依
存
し
な
い
雇
用
創
出

に
お
い
て
、
想
定
す
る
分
野
や
所
得

向
上
・
経
済
循
環
の
手
段
は
。

村　

長

　

本
村
の
地
域
特
性
と
し
て
、
農
産
物

の
生
産
に
加
え
て
、
加
工
や
販
売
ま
で

を
一
体
的
に
や
っ
て
も
ら
う
こ
と
で

付
加
価
値
を
高
め
て
、
若
い
世
代
に

も
魅
力
を
感
じ
ら
れ
る
農
業
経
営
の

あ
り
方
が
考
え
ら
れ
る
。

　

滞
在
型
観
光
の
推
進
に
加
え
て
、

空
き
家
を
活
用
し
た
宿
泊
や
飲
食
店
の

起
業
支
援
、
デ
ジ
タ
ル
分
野
で
の
創
業

支
援
、
村
内
企
業
や
飲
食
店
が
抱
え
る

後
継
者
対
策
を
進
め
て
い
く
こ
と
、

地
域
資
源
を
活
か
し
た
雇
用
創
出
を

通
じ
、
循
環
型
で
持
続
可
能
な
地
域

経
済
の
実
現
を
め
ざ
し
て
い
く
。

質　

問

　

観
光
資
源
に
限
り
が
あ
る
本
村
に

お
い
て
は
、暮
ら
し
に
根
ざ
し
た
施
設

が
観
光
的
役
割
も
果
た
す
可
能
性
が

あ
り
、
外
か
ら
内
へ
の
政
策
転
換
と

し
て
意
義
が
あ
る
と
考
え
る
。
ケ
ヤ
キ

の
森
公
園
を
含
む
既
存
施
設
を
活
用
し

た
複
合
施
設
の
整
備
に
つ
い
て
、
住
民

の
声
を
丁
寧
に
反
映
さ
せ
な
が
ら
、

住
民
参
加
型
で
検
討
す
る
考
え
や
可
能

性
は
。

村　

長

　

公
園
は
健
康
づ
く
り
や
ス
ポ
ー
ツ
、

憩
い
の
場
と
し
て
、
主
に
村
民
が
楽
し

め
る
場
と
し
て
整
備
を
進
め
て
い
る

が
、
ス
ポ
ー
ツ
合
宿
な
ど
で
村
外
か
ら

の
来
訪
も
あ
り
、
結
果
的
に
観
光
に
も

つ
な
が
っ
て
い
る
。
村
民
が
楽
し
め
る

よ
う
充
実
す
る
こ
と
で
、
観
光
施
設

と
し
て
の
活
用
が
増
え
る
こ
と
は
い
い

こ
と
で
あ
る
た
め
、
で
き
る
も
の
は

観
光
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
。

産
業
課
長

　

現
在
、
観
光
ビ
ジ
ョ
ン
の
策
定
を
進

め
て
い
る
。
村
民
か
ら
公
募
し
た
検
討

委
員
の
意
見
を
反
映
す
る
形
で
、
住
民

の
声
を
聞
く
取
組
み
を
進
め
て
い
る
。

質　

問

　

村
外
に
対
す
る
観
光
誘
致
か
ら
村
内

へ
の
政
策
転
換
は
あ
り
得
る
の
か
、

内
側
の
充
実
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

村　

長

　

観
光
や
農
業
は
手
段
で
あ
り
、
最
終

的
な
目
的
は
、
村
民
生
活
の
向
上
。

質　

問

　

高
齢
化
や
価
値
観
の
違
い
、
地
域
の

閉
鎖
性
へ
の
対
応
、若
い
世
代
や
子
育
て

世
代
が
定
着
し
や
す
い
環
境
づ
く
り
、

地
元
で
の
雇
用
機
会
の
創
出
、
地
域

全
体
の
雇
用
環
境
の
改
善
に
向
け
て
、

村
と
し
て
ど
の
よ
う
な
施
策
を
講
じ

て
い
る
か
。

総
務
課
長

　

村
で
は
、
地
区
づ
く
り
懇
談
会
や

村
民
ア
ン
ケ
ー
ト
等
を
通
じ
て
現
状

把
握
に
努
め
て
お
り
、
価
値
観
の
違
い

や
閉
鎖
性
に
関
す
る
課
題
も
認
識
し
て

い
る
。
負
担
軽
減
や
移
住
者
向
け
情
報

提
供
な
ど
、
地
域
に
入
り
や
す
い
環
境

づ
く
り
も
進
め
て
い
る
。

質　

問

　

事
業
の
将
来
性
や
収
益
性
向
上
に
向
け
、

専
門
家
の
活
用
や
支
援
体
制
の
整
備
は

進
め
て
い
る
か
。

産
業
課
長

　

後
継
者
不
足
の
背
景
に
は
収
益
性
や

将
来
性
へ
の
不
安
、
さ
ら
に
は
、
働
き

方
と
し
て
の
魅
力
と
い
っ
た
要
素
が

関
係
し
て
く
る
こ
と
も
村
と
し
て
十
分

32

質　

問

村　

長

質　

問

質　

問

質　

問

村　

長

総
務
課
長

産
業
課
長

若
者
流
出
と
働
く
場
の
不
足
を　

　
　
　

踏
ま
え
た
施
策
に
つ
い
て

村　

長

質　

問

観
光
か
ら
村
民
の
福
利
厚
生
へ

住
民
の
声
や
ニ
ー
ズ
を

　
　
　
　
　
　
　
丁
寧
に
反
映
さ
せ
て
い
る
か
。

◀一般質問
　会議録

湯 

本　

行 

浩  

議
員

総
務
課
長

産
業
課
長

村　

長

質　

問



　

デ
マ
ン
ド
交
通
と
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
は
、

民
間
バ
ス
事
業
者
に
委
託
し
て
運
営
し
て

い
る
。昨
年
度
の
委
託
料
約
１
７
８
０
万
円

に
対
し
、
今
年
度
は
約
３
３
０
０
万
円
と

大
幅
に
増
加
。契
約
期
間
も
３
年
か
ら
１
年

に
短
縮
さ
れ
、
今
後
の
運
行
体
制
や
財
政

見
通
し
に
不
安
が
あ
る
。議
会
で
も
早
期
の

見
直
し
に
向
け
、審
査
意
見
を
出
し
て
い
る
。

質　

問

①
委
託
料
増
額
に
伴
う
対
応
策
の
検
討

　

状
況
は
。

②
将
来
の
公
共
交
通
の
あ
り
方
は
。

③
公
共
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
導
入
の
課
題
は
。

④
委
託
困
難
時
の
代
替
策
は
。

建
設
課
長

①
必
要
経
費
と
い
う
こ
と
で
契
約
し
て

　

い
る
状
況
。

②
他
地
域
で
は
、
公
共
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
へ
の

　

移
行
例
が
増
え
て
お
り
、
先
進
事
例
の

　

情
報
収
集
や
研
究
を
進
め
る
。

③
安
全
確
保
、
運
行
管
理
、
ド
ラ
イ
バ
ー

　

教
育
な
ど
課
題
が
多
い
。
現
行
の
委
託

　

を
公
共
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
に
変
更
し
て
も
、

　

経
費
や
仕
組
み
に
大
差
な
く
、
導
入
の

　

メ
リ
ッ
ト
が
少
な
い
。

④
交
通
事
業
者
と
協
議
し
な
が
ら
進
め
る

　

が
、
経
費
を
削
減
す
る
と
、
サ
ー
ビ
ス

　

内
容
を
見
直
す
こ
と
に
な
る
。

　
　

安
定
運
行
の
た
め
、
地
域
に
合
っ
た

　

公
共
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
の
活
用
も
研
究

　

す
る
。

　

あ
り
方
に
つ
い
て
、
調
査
結
果
を
踏
ま

　

え
て
判
断
す
る
考
え
は
あ
る
か
。

産
業
課
長

①
過
去
10
年
間
で
約
３
億
５
９
０
０
万
円

　

(

修
繕
費 

約
５
８
０
０
万
円
、
運
営
費

　

約
３
億
１
０
０
万
円
）。

　

今
後
９
年
間
（
令
和
７
～
15
年
度
）
は

　

約
４
億
８
４
０
０
万
円(

長
寿
命
化
工
事

　

約
１
億
３
７
０
０
万
円
、
運
営
費 

約

　

３
億
４
７
０
０
万
円)

を
見
込
む
。

　

財
源
は
一
般
財
源
に
加
え
過
疎
債
を

　

活
用
す
る
方
針
。

②
現
在
、
実
施
設
計
の
た
め
の
調
査
中
で

　

詳
細
は
未
定
。鉄
骨
の
防
錆
、電
気
設
備

　

更
新
、
天
井
・
壁
の
崩
落
防
止
を
予
定
。

　

長
寿
命
化
工
事
を
行
え
ば
、
そ
れ
以
上

　

の
工
事
は
必
要
な
い
と
理
解
し
て
い
る
。

③
現
時
点
で
は
現
施
設
の
保
守
対
応
が

　

中
心
で
、代
替
策
は
検
討
し
て
い
な
い
。

　

今
後
は
、
村
単
独
整
備
の
ほ
か
、
近
隣

　

自
治
体
と
の
広
域
連
携
、民
間
委
託
な
ど
、

　

村
が
施
設
を
持
た
な
い
選
択
肢
も
含
め

　

比
較
検
討
を
進
め
る
。

村　

長

④
村
の
農
業
振
興
、
環
境
に
優
し
い
農
産
物

　

を
生
み
出
す
木
島
平
の
イ
メ
ー
ジ
、そ
の

　

シ
ン
ボ
ル
的
な
施
設
で
あ
り
、い
ろ
い
ろ

　

な
意
味
を
考
え
な
が
ら
、最
終
的
な
方
向

　

を
導
き
出
し
た
い
。

　

３
月
に
内
湯
の
梁は

り

が
崩
落
し
、
現
在
は

露
天
風
呂
の
み
の
営
業
。
そ
の
後
の
調
査

で
、い
こ
い
の
家
や
梨
の
木
荘
も
地
盤
沈
下

に
よ
る
建
物
の
傾
き
が
確
認
さ
れ
た
。

質　

問

①
運
営
継
続
の
場
合
に
必
要
な
対
応
は
。

②
運
営
継
続
の
場
合
の
支
援
内
容
は
。

③
現
在
の
光
熱
費
の
概
算
は
。

④
村
民
の
利
用
率
は
。

⑤
今
後
の
検
討
は
。

産
業
課
長

①「
内
湯
棟
・
い
こ
い
の
家
・
梨
の
木
荘
の

　

�

解
体
撤
去
」「
露
天
風
呂
に
洗
い
場
や

寒
さ
対
策
等
、
内
湯
機
能
の
追
加
」

「
燃
料
費
削
減
の
た
め
の
ボ
イ
ラ
ー

更
新
」
な
ど
。

概
算
費
用
は
、

・
解
体
撤
去
：
約
３
０
０
０
万
円

・
ボ
イ
ラ
ー
更
新
：
約
１
億
円

・
内
湯
機
能
追
加
：
約
50
～
70
万
円

　

財
源
は
補
助
事
業
や
辺
地
債
の
活
用
等
。

②�

３
月
ま
で
の
継
続
に
向
け
、
９
月
補
正

予
算
に
１
０
０
０
万
円
を
計
上
。
令
和

　

８
年
度
は
２
０
０
０
万
円
程
度
を
想
定
。

③
年
間
約
２
３
０
０
万
円
。内
訳
は
重
油
代

　

約
１
４
３
０
万
円
、源
泉
の
揚
湯
・
送
湯

　

ポ
ン
プ
の
電
気
代
約
６
０
０
万
円
。

④
昨
年
度
の
入
湯
者
２
万
７
４
８
５
人
中
、

　

村
民
利
用
は
３
６
３
５
人
（
約
13
％
）

副
村
長

⑤
広
報
10
月
号
で
現
状
を
周
知
。
地
区

　

懇
談
会
な
ど
で
も
説
明
し
た
う
え
で
、

　

意
見
を
聞
き
な
が
ら
方
向
性
を
検
討
し

　

て
い
く
。

　

稼
働
開
始
か
ら
24
年
が
経
過
し
、
施
設

の
老
朽
化
が
深
刻
化
し
て
い
る
。

　

村
は
令
和
15
年
度
ま
で
現
施
設
を
維
持

す
る
方
針
で
、
来
年
度
、
長
寿
命
化
工
事

を
実
施
し
、
令
和
10
年
度
に
今
後
の
方
針

を
示
す
予
定
と
し
て
い
る
。

　

多
額
な
経
費
、過
酷
な
労
働
環
境
、人
材

確
保
の
困
難
さ
も
踏
ま
え
、
施
設
の
あ
り

方
自
体
、
早
期
に
見
直
す
必
要
が
あ
り
、

議
会
か
ら
も
複
数
回
指
摘
し
て
い
る
。

質　

問

①
過
去
の
経
費
・
今
後
の
経
費
の
試
算
は
。

②
長
寿
命
化
工
事
の
内
容
は
。

③
代
替
策(

広
域
連
携
・
民
間
委
託
等)

の

　

検
討
状
況
は
。

④
利
用
者
ア
ン
ケ
ー
ト
で
、必
要
度
が
低
い

　

場
合
、
村
で
多
額
な
費
用
を
か
け
て
の

　

施
設
維
持
や
新
施
設
建
設
へ
の
疑
問
が

　

出
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
今
後
の

議会だより 2025.11（No.276）
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質　

問

質　

問

村　

長

持
続
可
能
な「
公
共
交
通
」の
あ
り
方
の

研
究
・
検
討
を
早
急
に

馬
曲
温
泉
の
状
況
と
今
後
の
対
応
は

産
業
課
長

質　

問

副
村
長

堆
肥
セ
ン
タ
ー
の
あ
り
方
の
検
討
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

早
急
に

建
設
課
長

想
定
さ
れ
る
問
題
や
課
題
を
先
送
り
せ
ず
、

　
　
　
早
急
に
解
決
に
向
け
た
研
究
・
行
動
を
！

江 

田　

宏 

子  

議
員

◀一般質問
　会議録

産
業
課
長
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安
心
し
て
子
育
て
で
き
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安
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し
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育
て
で
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誰
も
が
学
び
続
け
ら
れ
る
～

誰
も
が
学
び
続
け
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る
～
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も
が
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し
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す
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な
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も
が
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な
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～
咲
か
そ
う
自
分
ら
し
さ 
響
か
そ
う
み
ん
な
の
思
い
～

10
月
25
日
、
秋
晴
れ
の
も
と
、
大
勢
の
来

場
者
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

当
日
は
、
社
会
教
育
団
体
を
は
じ
め
、
多

く
の
皆
さ
ん
の
努
力
の
成
果
で
あ
る
作
品
展

示
と
芸
能
発
表
、
関
係
団
体
に
よ
る
出
店
や

催
し
物
な
ど
が
盛
大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
年
は
各
主
催
団
体
に
お
い
て
、
村
制
施

行
70
周
年
を
記
念
し
た
特
別
な
催
し
物
が
行

わ
れ
、
来
場
さ
れ
た
皆
さ
ん
は
、
記
念
す
る

年
の
村
民
祭
を
存
分
に
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

開会式　くす玉開き開会式　くす玉開き

文化祭 作品展文化祭 作品展

商工祭「縁起物の猿回し」 商工祭「縁起物の猿回し」 

JAながの木島平支所ビビット祭「ミカン詰め放題とくじ引き」JAながの木島平支所ビビット祭「ミカン詰め放題とくじ引き」

環境フェア環境フェア
「オリジナルエコバック作成体験」「オリジナルエコバック作成体験」 農業祭「農業祭「鳥鳥

ちょうじゅうちょうじゅう

獣獣ストラックアウト」ストラックアウト」

にぎわう会場にぎわう会場 ふれあい広場「ふれあい休憩所」ふれあい広場「ふれあい休憩所」

村
制
施
行

村
制
施
行
7070
周
年
記
念

周
年
記
念
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第
５
回
せ
っ
こ
塾
を
９
月
24
日
に
開
催
し
ま
し

た
。

　

今
回
の
教
養
セ
ミ
ナ
ー
の
テ
ー
マ
は
【
詩
文
】、

本
山
育い

く

と人
さ
ん
（
俳
号 

流り
ゅ
う
す
い水

）
を
講
師
に
、
講

師
制
作
の
テ
キ
ス
ト
（
小
冊
子
）
を
使
っ
て
、
放

浪
の
詩
人
種た

ね

だ田
山さ

ん

と

う

か

頭
火
が
昭
和
11
年
に
浅
間
山
麓

～
草
津
・
万
座
温
泉
～
須
坂
・
長
野
と
信
州
を
旅

す
る
中
で
詠
ん
だ
自
由
律
俳
句
※
を
味
わ
い
ま
し

た
。

　

11
月
の
第
７
回
せ
っ
こ
塾
は
、
講
師
に
狩
野
森し

ん

さ
ん
（
㈱
黒
姫
和
漢
薬
研
究
所
）
を
迎
え
、「
薬

草
茶
を
学
ぼ
う
～
自
分
に
あ
っ
た
薬
草
茶
を
見
つ

け
る
＆
お
茶
づ
く
り
体
験
」
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、

サ
ー
ク
ル
活
動
は
合
唱
を
行
い
ま
す
。

◆
日
時　

11
月
26
日
（
水
）

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
か
ら
午
後
４
時
30
分

◆
会
場　

農
村
交
流
館

〇�

せ
っ
こ
塾
の
塾
生
を
随
時
募
集
し
て
い
ま
す
。

希
望
が
あ
り
ま
し
た
ら
木
島
平
村
公
民
館
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
☎
０
２
６
９
（
82
）

２
０
４
１ 第

５
回

第
５
回  

せ
っ
こ
塾

せ
っ
こ
塾

シ
ニ
ア
学
級

シ
ニ
ア
学
級

11
月
の
第
７
回
せ
っ
こ
塾

開催
※�五七五の定型や季語といった
伝統的な俳句の制約にとらわ
れず、作者の自由な感性や表
現を重視して作られる俳句

① 参加者全員
    「村歌70人合唱」
② おひさま保育園年長さん
③ ハートフルアンサンブル
④ 音楽交流さくら会
⑤ 木島平を音楽で盛り上げ隊
⑥ 木島平合唱団
⑦ 民謡カラオケの会
⑧ 佐藤里南
⑨ Free Sounds
⑩ パトリック
⑪ 武田靖弘
⑫ ひまわり会（1）
⑬ Beat☆Hearts
⑭ ナーレフアマモ
⑮ ハッピーセット
⑯ ひまわり会（2）
⑰  YSAK crew
⑱ プアキエレ
⑲ RI・ZU・MU
⑳ iky
㉑ Blue Flames
㉒ Amaze
㉓ ダンス合同チーム
㉔ からす踊り保存会
    「70人でからす踊り」

芸能発表会出場者
（敬称略）

今年はプログラムの最初と最後に、参加者全員による村制施行 70 周年記
念企画「村歌 70 人合唱」と「70 人でからす踊り」を行いました。昨年より
出場数が 10 組増え、演奏に、合唱に、踊りにと大変にぎやかな芸能発表会
になりました。また、今年はふう太ネットで生放送が行われました。

芸能発表会

２

６

１

９

12

23

14

24
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ｅ
ス
ポ
ー
ツ
大
会

ｅ
ス
ポ
ー
ツ
大
会

第
３
回
村
民
ス
ポ
ー
ツ

　
　

チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー

　

10
月
12
日
に
、
第
３
回
村
民
ス
ポ
ー
ツ

チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
を
、
農
村
交
流
館
ラ
ウ

ン
ジ
を
会
場
に
開
催
し
ま
し
た
。

　

以
前
は
こ
の
時
期
、
村
民
運
動
会
を
開

催
し
て
い
ま
し
た
が
、
令
和
５
年
か
ら
子

ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
気
軽
に
参
加
で
き

る
、
参
加
し
た
い
人
が
自
ら
参
加
す
る
村

民
ス
ポ
ー
ツ
チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
を
開
催
し

て
い
ま
す
。

　

今
年
は
、
村
制
施
行
70
周
年
を
記
念
し

て
、
一
般
社
団
法
人
長
野
県
ｅ
ス
ポ
ー
ツ

連
合
の
協
力
に
よ
り
、
誰
も
が
楽
し
め
る

「
ｅ
ス
ポ
ー
ツ
」
の
大
会
を
行
い
ま
し
た
。

　

ｅ
ス
ポ
ー
ツ
と
は
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ッ

ク
・
ス
ポ
ー
ツ
の

略
称
で
、
テ
レ
ビ

ゲ
ー
ム
を
用
い
た

対
戦
型
ス
ポ
ー
ツ

で
す
。
世
界
で
は

ア
ジ
ア
競
技
大
会

の
デ
モ
ン
ス
ト

レ
ー
シ
ョ
ン
競
技
、

日
本
で
は
国
民
ス

ポ
ー
ツ
大
会
の
文

化
プ
ロ
グ
ラ
ム
と

し
て
実
施
さ
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
、

認
知
症
予
防
と
し

て
高
齢
者
の
介
護

予
防
教
室
に
取
り

入
れ
て
い
る
自
治
体
も
あ
り
ま
す
。

　

大
会
で
は「
太
鼓
の
達
人
の
部
」と「
ぷ

よ
ぷ
よ
テ
ト
リ
ス
２
の
部
」
の
２
部
門
を

行
い
ま
し
た
。

　

子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
１
０
０
人
を

超
え
る
方
が
来
場
さ
れ
、
観
戦
や
体
験
す

る
中
で
、
64
人
の
方
が
競
技
に
エ
ン
ト

リ
ー
さ
れ
熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。
モ

ニ
タ
ー
画
面
に
集
中
し
真
剣
に
プ
レ
イ
す

る
小
学
生
、
今
日
が
初
め
て
の
高
齢
者
、

友
人
同
士
や
親
子
で
の
対
戦
な
ど
そ
れ
ぞ

れ
楽
し
む
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。
高
得
点

が
出
る
た
び
に
歓
声
が
上
が
り
会
場
は
大

変
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

鉄
剣
、
三
韓
土
器
な
ど
、
珍
し
い
出
土

品
を
持
つ
根
塚
遺
跡
は
、
邪や

ま

た

い

こ

く

馬
台
国
論
争

に
も
関
係
す
る
重
要
な
遺
跡
と
し
て
紹
介

さ
れ
は
じ
め
て
い
ま
す
。

　

昨
年
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
こ
う

し
た
出
土
品

を
中
心
に
議

論
が
進
み
ま

し
た
。
し
か

し
、
遺
跡
に

あ
っ
た
構
築

物
に
つ
い
て

は
、
あ
ま
り

紹
介
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

　

中
世
に
大
き
く
削
り
取
ら
れ
、
断
片
的

に
な
っ
て
し
ま
っ
た
遺
跡
は
、
本
来
ど
う

い
う
も
の
で
あ
っ
た
の
か
。
そ
し
て
根
塚

の
丘
で
、
弥
生
人
た
ち
は
何
を
し
て
い
た

の
か
。
今
回
の
講
座
で
は
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
後
の
動
向
を
紹
介
す
る
と
と
も
に
、
根

塚
遺
跡
に
お
け
る
弥
生
人
の
足
跡
を
探
求

し
ま
す
。

◆
日
時　

12
月
６
日
（
土
）

　
　
　
　

午
前
10
時
か
ら
正
午

◆
会
場　

農
村
交
流
館

◆
講
師　

室
正し

ょ
う
い
ち一
主
任
（
生
涯
学
習
課
）

◆
参
加
費　

無
料

◆
募
集
人
員　

30
人

◆
申
込
み　

ふ
る
さ
と
資
料
館

☎
０
２
６
９
（
82
）
２
０
４
１

　

ふ
る
さ
と
資
料
館
の
体
験
講
座
は
、
今

回
で
３
回
目
と
な
り
ま
す
。
オ
リ
ジ
ナ
ル

の
土
器
や
土
製
品
を
作
り
な
が
ら
、
七し

ち
り
ん輪

な
ど
現
在
の
道
具
を
駆
使
し
、
手
軽
に
縄

文
や
弥
生
の
土
器
を
作
れ
る
の
か
実
験
す

る
企
画
で
す
。

　

前
回
ま
で
は
、
七
輪
で
焼
け
る
簡
単
な

器
を
焼
い
て
き
ま
し
た
が
、
今
回
は
い
よ

い
よ
ツ
ボ
や
カ
メ
と
い
っ
た
本
格
的
な

「
土
器
ら
し
い
」
も
の
を
作
り
上
げ
、
少

し
大
型
の
装
置
を
こ
し
ら
え
て
焼
成
実
験

を
行
い
ま
す
。

　

参
加
対
象
は
小
学
校
高
学
年
生
と
中
学

生
に
な
り
ま
す
。
保
護
者
や
兄
弟
・
姉
妹

の
方
も
参
加
い
た
だ
け
ま
す
。

◆
日
時　
【
製
作
】
11
月
23
日
（
日
）

　
　
　
　
【
焼
成
】
12
月
６
日
（
土
）

　
　
　
　

両
日
と
も
午
後
１
時
か
ら
４
時

◆
会
場　

農
村
交
流
館

◆
講
師　

室
正
一
主
任
（
生
涯
学
習
課
）

◆
参
加
費　

千
円（
材
料
費
）※
初
回
の
み

◆
募
集
人
員　

15
人

◆
申
込
み　

ふ
る
さ
と
資
料
館

☎
０
２
６
９
（
82
）
２
０
４
１

村
制
施
行
70
周
年
記
念

ふ
る
さ
と
資
料
館
講
座
参
加
者
募
集

①
根
塚
遺
跡
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
関
連
講
座

「
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
後
の
根
塚
遺
跡
に
つ
い
て
」

②
土
器
作
り
講
座
　「
現
代
の
道
具

で
大
き
い
土
器
は
作
れ
る
か
？
」

ぷよぷよテトリス２の部ぷよぷよテトリス２の部

太鼓の達人の部太鼓の達人の部
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今月の一冊

図書館だより図書館だより

☆児童図書児童図書☆

☆新着図書新着図書☆

ちっちゃな図書館 往郷911-7若者センター内　☎82-3111(内線206)　月曜日休館
開館時間・平日9時～17時45分／土日祝8時30分～17時15分

公民館図書委員 平野 大
だ い す け

輔

安野光雅（1926-2020）享
きょうねん

年 94 歳
「児童文学への永続的寄与」に対して贈られる国際アンデルセ
ン賞を 1984 年に受賞。
初版は 1976 年。
左のページに木で作ったひらがな、右のページにはその文字か
ら始まる絵が描いてあるのだが、よーく見て見ると、色々なもの
があらゆるところに隠れている。
「く」の文字に釘がささってたり、「み」の文字には、みぞがあっ
たり、「さ」の文字は桜の木でできていたり、、、
淡い色彩のやさしいタッチの水彩画が特徴的な作者だが、科学
や数学にも造

ぞうけい

詣が深く、その知識をふんだんに使ったしかけが、
まさに職人技。
ページを開く度、新しい発見があり、大人も子供も楽しめる一冊。

シ
リ
ー
ズ　

シ
リ
ー
ズ　

木木おお

島島らら

平平ほほ

のの
方方こ
と
ば

こ
と
ば言言
⑯⑯

～
な
っ
ち
ょ
だ
え
～

～
な
っ
ち
ょ
だ
え
～

「あいうえおの本」
安野光

み つ ま さ

雅／著

「
秋
あ
え
終
わ
っ
た
が
え
。」

　
秋
の
取
入
れ
は
終
わ
り
ま
し
た
か
。

「
今
年
の
米
の
あ
ん
べ
な
っ
ち
ょ
だ
え
。」

　
今
年
の
米
の
と
れ
具
合
は
ど
う
で
し
た
か
。

「
あ
っ
ち
か
っ
た
し
、
日
照
り
で
あ
ん
ま
り
良

く
ね
が
っ
た
。」

　
暑
か
っ
た
し
、
日
照
り
で
あ
ま
り
良
く
な

か
っ
た
。

「
え
ま
、
わ
ら
燃
し
の
け
ぶ
で
、
そ
こ
ら
じ
ゅ

う
う
え
ぶ
り
臭
く
な
っ
て
る
。」

　
今
、
稲
わ
ら
を
燃
し
て
い
る
煙
で
、
あ
た

り
一
面
い
ぶ
り
臭
く
な
っ
て
い
る
。

「
中
村
の
え
べ
す
こ
も
飯
山
の
え
べ
す
こ
も

終
っ
た
し
、
さ
び
く
な
っ
て
、
え
ぎ
も
じ
き

だ
な
あ
。」

　
中
村
の
え
び
す
講
も
飯
山
の
え
び
す
講
も

終
わ
り
、
寒
く
な
っ
て
、
雪
も
も
う
す
ぐ
で

す
ね
。

「
こ
な
い
だ
、
ゆ
き
お
ろ
し
鳴
っ
て
、
あ
さ
、

や
ま
白
か
っ
た
。
た
か
や
し
ろ
に
あ
と
２
回

降
れ
ば
、
里
に
く
る
な
。」

　
こ
の
間
、
降
雪
前
の
雷
が
鳴
り
、
朝
に
は
、

山
が
白
く
な
り
ま
し
た
。
高
社
山
に
あ
と
２

回
降
雪
が
あ
れ
ば
、
里
に
も
雪
が
降
っ
て
来

ま
す
ね
。

「
そ
の
え
と
に
、え
ぎ
、も
か
も
か
と
く
る
で
」

　
そ
う
う
ち
に
、
雪
が
降
っ
て
来
る
よ
。

みることばさわれることば手
し ゅ わ

話えほん（スギヤマカナヨ）　すごすぎる身
み じ か

近な昆
こ ん ち ゅ う

虫の図
ず か ん

鑑（平
ひ ら い

井文
ふ み ひ こ

彦）
みんなが知りたい！進

し ん か

化する「道
ど う ぐ

具とくらし」（こどもラーニング編
へ ん し ゅ う し つ

集室）　きのこってなんだろう？（小
こ ば や し

林路
み ち こ

子）

101歳、現役の化粧品販売員トモコさんの一生楽しく働く教え（堀野智
と も こ

子）　潮
ち ょ う お ん

音 第4巻（宮本輝
て る

）
人生が圧倒的にラクになる！夫婦ONE TEAM思考（山本久

く み こ

美子）　黙って喋って（ヒコロヒー）
「わかってもらう」ということ（川添愛

あ い

）　子どもの才能の伸ばし方ベスト100（相馬れいこ）
英文学者がつぶやく英語と英国文化をめぐる無駄話（安藤聡

さとし

） アミュレット・ワンダーランド（方
ほうじょう

丈貴
き え

恵）
白
は く ろ

鷺立つ（住田祐
さ ち

） 永
と わ

遠猫の祝福（清水晴
は る き

木） 失われた貌
か お

（櫻田智
と も や

也） つないだ手（植松三
み ど り

十里）
見えない世界で見えてきたこと（石井健

け ん す け

介）教員不足（佐久間亜
あ き

紀）
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11/19㈬ 〇安心買い物ツアー

11/20㈭ 〇集まろう！
　通いの場「ピース」

11/25㈫ ○希望の旅
　「じょんのび」

11/26㈬ 〇ふれあいランチ

12/３㈬ ○心配ごと相談
　（相談員…人権擁護委員）

12/４㈭ 〇集まろう！
　通いの場「ピース」

12/10㈬ 〇ふれあいランチ

12/17㈬

○無料法律相談
　（相談員…長野県弁護士
　 会派遣弁護士）
○集まろう！
　通いの場「ピース」

12/18㈭ ○安心買い物ツアー

12/20㈯ ○社会福祉大会

12/24㈬ 〇ふれあいランチ

社協の予定社協の予定
11/15 ～ 12/3111/15 ～ 12/31

第34回 第34回 ふれあい広場ふれあい広場
を開催しましたを開催しました

〝育もう絆と力〟をテーマに、各ボランティア団体のご協力をいただき、様々な催しを実施しました。〝育もう絆と力〟をテーマに、各ボランティア団体のご協力をいただき、様々な催しを実施しました。

ご協力いただきました皆様
ありがとうございました。

おかげ様で、 たくさんの方の
〝ふれあいの場〟となりました。

つくしつくしのの家・つくし会〜販売ブース〜家・つくし会〜販売ブース〜 子ども祭り子ども祭り ふれあい休憩所ふれあい休憩所

ちょこっとちょこっと
　ボランティ

ア
　ボランティ

ア

カレーコーナーカレーコーナー ふれあいステージふれあいステージ

募金／収集コーナー募金／収集コーナー

作　品　展　示作　品　展　示

日赤奉仕団〜炊き出し訓練〜日赤奉仕団〜炊き出し訓練〜 中学生～販売ブース～中学生～販売ブース～
シルバー人材センターシルバー人材センター
～しめ縄販売ブース～～しめ縄販売ブース～

木島平村社協
公式ウェブサイト
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あたたかい善意あたたかい善意
●ご寄附
・竹 内　 雅 章　様…………もち米
・柳 久 保 区　様…………文化祭売り上げ金

他にも、たくさんの方から介護用品や食材の
ご寄附をいただきました。
皆様からのご厚意に感謝いたします。

【１０月８日】
・ごはん　
・かぼちゃの甘辛ごまやき
・じゃが芋とグリンピース
　の塩昆布ナゲット
・チキンのオイスターソー
　ス炒め　
・無限ツナ万願寺とうがらし
・くだもの

・一人暮らしの高齢者、障がい者
・高齢者、障がい者のみの世帯
・昼間、高齢者、障がい者のみとなる世帯

対象となる方は下記のとおりです対象となる方は下記のとおりです

第２、４水曜日を活動日とし、
地域ボランティアの協力のもと
配食サービスを行っています。
１食：４００円
昼食のみ（１１時～１２時の間に
お届けします）

ふれあいランチだより

【１０月２２日】　
・ごはん　・あじの蒲焼
・ほうれん草の卵そぼろかけ
・かぼちゃとさつま芋のごろ煮
・マカロニナポリタン
・フルーツ

調理に興味のある方、配達にご協力いただける方
を募集しています。一緒に活動してみませんか。
問合せ：社協☎0269（82）4888

ふれあいランチボランティア募集ふれあいランチボランティア募集

栄養豊富な、手作
りお弁当はいかが
ですか？
ご利用を希望され
る方は、木島平村
社協 尾澤までご
連絡ください。

　

フ
ァ
ー
ム
ス
木
島
平
で
小
学
校

１
年
生
と
交
流
し
ま
し
た
。

苗
植
え
は
、
老
人
ク
ラ
ブ
の
役

員
１
人
と
児
童
３
～
４
人
が
グ

ル
ー
プ
に
な
り
行
い
ま
し
た
。
初

め
に
、
地
域
連
携
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
滝
沢
さ
ん
よ
り
植
え
方
の
説

明
が
あ
り
、
児
童
の
皆
さ
ん
は
、

老
人
ク
ラ
ブ
の
皆
さ
ん
と
作
業
を

確
認
し
な
が
ら
植
え
て
い
ま
し
た
。

来
年
の
イ
チ
ゴ
の
収
穫
交
流
が
楽

し
み
で
す
。

　

イ
オ
ン
が
地
域
へ
の
社
会
貢
献
活
動
を
お

こ
な
う
「
イ
オ
ン
・
デ
ー
」（
毎
月
11
日
に

開
催
）
に
、
お
客
様
が
お
買
い
物
を
さ
れ
た

際
に
出
る
黄
色
い
レ
シ
ー
ト
を
投
函
し
て
い

た
だ
き
ま
す
と
、
地
域
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
福
祉
施
設
・
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
団
体
に
対
し
て
、
レ
シ
ー
ト
合
計
金
額
の
１
％
相
当

が
還
元
さ
れ
る
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で
す
。

　

木
島
平
村
で
は
唯
一「
つ
く
し
の
家
」が
登
録
し
対
象
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。

　

皆
さ
ま
か
ら
の
あ
た
た
か
い
善
意
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

つ
く
し
の
家
通
信

つ
く
し
の
家
通
信

ご協力を
お願いします

「
イ
オ
ン
幸
せ
の
黄
色
い

　
　
　
レ
シ
ー
ト
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」

老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

イ
チ
ゴ
の
苗
植
え

　
　
　
交
流
を
し
ま
し
た



こんにちは赤ちゃん

　  10   . ５         北　鴨　　 丸山未
み く り

久莉  （虎
と ら の す け

之丞・彩
あ み

美）

　  10   .20         中　村　　 小野澤凛
り ま

真  　（幸
ゆ き と

人・美
み ほ

帆）

       誕生日　　  集　落　　　　氏　　名         　   父・母

 

　

 大羽  美
み く

空ちゃん
 我が家の

 令和５年９月 27 日生まれ

（高石区/勇
ゆ う た

太さん・真
ま き

希さん）

２歳くらいのお子さんを大募集！掲載されたご家庭に
は、ふう太ネットでの放送を収録したDVDまたはBD
のどちらか１枚と広報誌３冊をプレゼントします。詳
しくは政策情報係（内線114）までご連絡ください！

世帯と人口 １１月 1 日現在
（令和２年国勢調査に基づく推計値）

1,923（-5） 2,059（-3） 3,982（-8）1,526（+1）

　
お
絵
描
き
や
ぬ
り
絵
を
し
た
り
、

ご
っ
ご
遊
び
を
し
た
り
す
る
こ
と
が

好
き
な
美
空
ち
ゃ
ん
。

　
ト
イ
レ
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
頑
張
っ

て
い
ま
す
。

自然劇場

◆令和７年 11 月 14 日（毎月 1 回発行）　　◆有限会社 高錦堂印刷所

◆発行／木島平村 〒 389-2392 長野県下高井郡木島平村大字往郷 914 番地６  ☎ 0269（82）3111  

　木島平村公式ウェブサイト  自然劇場きじま平　http://www.vill.kijimadaira.lg.jp/

11 月掲載承諾分動きの人人人人
※氏名の一部に常用漢字を使用・敬称略で記載

374

ごめいふくをお祈りします

 

木島平村と LINE でつながりませんか

【登録者数 2,100 人突破！】

　村の防災や子育て、イベント情
報などホットな話題を迅速にお届
けします。

村
長
ひ
と
こ
と
（
114
）

地
道
に
コ
ツ
コ
ツ
と

Ｍ
Ｌ
Ｂ
ワ
ー
ル
ド
シ
リ
ー
ズ
は
ド
ジ
ャ
ー
ス
が
２
連
覇
し
、

日
本
人
選
手
の
活
躍
が
連
日
報
道
さ
れ
、
親
戚
で
も
何
で
も
な

い
の
に
嬉
し
く
な
り
ま
す
。
大
谷
選
手
の
す
ご
さ
に
つ
い
て
同

僚
選
手
に
尋
ね
る
と
、「
基
本
的
な
こ
と
を
毎
日
コ
ツ
コ
ツ
」

と
答
え
て
い
ま
し
た
。
生
ま
れ
持
っ
た
才
能
に
加
え
、
私
た
ち

に
は
見
え
な
い
地
道
な
努
力
が
、
大
き
な
感
動
を
生
み
出
し
て

い
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。

そ
し
て
、
ノ
ー
ベ
ル
賞
で
は
今
年
も
日
本
人
が
受
賞
し
ま

し
た
。
日
本
が
得
意
と
す
る
の
は
、
物
理
や
化
学
と
い
っ
た
基

礎
科
学
。
研
究
成
果
が
何
の
利
益
を
生
み
出
す
の
か
と
、
継
続

に
は
多
く
の
苦
労
が
あ
っ
た
よ
う
で
す
。
し
か
し
、
遠
回
り
で

も
、
コ
ツ
コ
ツ
積
み
上
げ
た
知
識
や
経
験
が
そ
の
先
に
大
き
な

成
果
を
生
み
出
し
た
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
か
。

　

し
か
し
昨
今
、
基
礎
か
ら
地
道
に
取
組
む
姿
勢
が
軽
視
さ
れ

つ
つ
あ
る
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
研
究
の
み
な
ら
ず
企
業
な

ど
多
く
の
分
野
で
、
早
く
利
益
を
上
げ
る
こ
と
が
重
視
さ
れ
、

成
果
が
見
え
な
け
れ
ば
切
り
捨
て
ら
れ
る
。
も
う
日
本
人
の
ノ

ー
ベ
ル
賞
受
賞
は
難
し
い
と
嘆
く
科
学
者
も
い
ま
す
。
同
じ
こ

と
は
日
常
生
活
に
も
言
え
ま
す
。
速
さ
と
便
利
さ
を
求
め
、
分

か
ら
な
い
こ
と
は
す
ぐ
ス
マ
ホ
で
検
索
、
Ａ
Ｉ
に
結
果
を
出
し

て
も
ら
う
。
地
道
に
考
え
、
自
分
の
力
で
答
え
を
導
く
機
会
が

減
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

例
え
ば
、「
翻
訳
機
が
あ
る
か
ら
英
語
は
学
ば
な
く
て
い
い
」

と
い
う
考
え
も
そ
う
で
す
。
そ
れ
は
違
う
と
思
い
つ
つ
、
私
自

身
、
昔
か
ら
地
道
な
努
力
が
苦
手
だ
っ
た
こ
と
に
気
付
き
ま
し

た
。
中
学
の
英
語
の
先
生
が
言
い
ま
し
た
。「
習
う
よ
り
、
慣
れ

ろ
」。
地
道
に
コ
ツ
コ
ツ
を
怠
っ
た
結
果
、習
っ
た
こ
と
は
忘
れ
、

慣
れ
な
か
っ
た
こ
と
は
身
に
つ
か
ず
今
に
至
っ
て
い
ま
す
。

　  10   . １          中　村     　幸野てつ子
こ

　　   （94）
　  10   . ４          中　村     　丸山　節

し な こ

子　　   （91）
　  10   . ５          西小路     　小山　丑

うしまつ

松　　   （87）
　  10   . ５          平　沢     　鈴木三

み ち よ

千代　　   （94）
　  10   .20          高　石     　樋口　政

ま さ お

夫　　   （77）
　  10   .22          平　沢     　山城　酉

と り こ

子　　   （92）
　  10   .25          南　鴨     　尾澤しず子

こ

　　   （82）
　  10   .29          平　沢     　吉野　茂

し げ お

雄　　   （81）

木
島
平
村
長　

日
䑓　

正
博
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